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F.R.L.エアコンビネーション
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逆流機能付レギュレータ
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圧力計内蔵レギュレータ

圧力計内蔵フィルタレギュレータ

パイロット式レギュレータ

MRユニット（ミストセパレータ付減圧弁）

小型マニホールドレギュレータ

小型マニホールドレギュレータ
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AC-D

AF20-D～AF60-D

AFM20-D～AFM40-D

AFD20-D～AFD40-D

AR20-D～AR60-D

AR20K-D～AR60K-D

AR20M-D～AR40M-D

AR20MK-D～AR40MK-D

AL20-D～AL60-D

AW20-D～AW60-D

AW20K-D～AW60K-D

エアコンビネーション

エアフィルタ

ミストセパレータ

マイクロミストセパレータ

レギュレータ

逆流機能付レギュレータ

共通給気形レギュレータ

逆流機能付共通給気形レギュレータ

ルブリケータ

フィルタレギュレータ

逆流機能付フィルタレギュレータ

P.553

P.556

P.563

P.563

P.568

P.568

P.575

P.575

P.581

P.592

P.592

交換要領
モジュラF.R.L.
圧力制御機器
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エアフィルタ

ブラケット付スペーサ

ブラケット付スペーサ

レギュレータ

ルブリケータ

AC-D Series　分解図 1

1）F.R.L.コンビネーション
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パッキン

スペーサ

リティナA
リティナB

六角穴付ボルト

パッキン

スペーサ

リティナA

六角穴付ボルト

ブラケット

パッキン

スペーサ

リティナA
リティナB

六角穴付ボルト

パッキン

スペーサ

リティナA

六角穴付ボルト

ブラケット

AC-D Series　分解図 2

2）ブラケット付スペーサ

3）スペーサ
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AC-D Series　交換要領

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AC20-D
AC30-D
AC40-D
AC50-D
AC60-D

分解 1）六角レンチで六角穴付ボルト2本を緩め、リティナAを緩めます。 六角レンチ
呼び：
AC20-D 2
AC30-D

3AC40-D
AC40-06-D
AC50-D 4AC60-D

―

2）製品を取外します。 ― ―

六角穴付
ボルト

リティナA

製品

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組立 3）スペーサのはめ合い山（凸部）と製品のはめ合い溝（凹部）を装着
します。

― ―

4）六角穴付ボルト2本でリティナAを仮止めします。 ― ―

5）六角レンチで六角穴付ボルト2本を均等に締付けます。ボルト
の締付トルクは、右記の管理項目を参照してください。

六角レンチ
呼び：
AC20-D 2
AC30-D

3AC40-D
AC40-06-D
AC50-D 4AC60-D

締付トルク：
AC20-D 0.36±0.036N・m
AC30-D 1.2±0.05N・mAC40-D
AC40-06-D 1.4±0.05N・m
AC50-D 3.0±0.05N・mAC60-D

製品

スペーサ

はめ合い溝
（凹部）

ゆがみなきこと

ブラケットの背面が
揃っていること

各構成機器が
同一直線上にあり、
機器の配置にずれ
がないこと

はめ合い山
（凸部）

パッキン

六角穴付
ボルト

ブラケット

リティナＡ

注意

注）各構成製品については各々の取扱説明書をご参照ください。

警告
・交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
・交換作業前には、必ずレギュレータ、フィルタレギュレータのハンドルを緩めて、設定ゼロの位置にしてください。
・交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと、外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

1 エアコンビネーション
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バッフル

エレメント

ボディ

ケースパッキン

Oリング

デフレクタ

ケースアセンブリ

ボディ

バッフル

エレメント

ケースパッキン

Oリング

デフレクタ

ケースアセンブリ

バッフル

エレメント

ボディ

ケースパッキン

ハウジング

ケースアセンブリ

AF20-D〜60-D Series　分解図

1）AF20-D分解図 2）AF30-D/40-D分解図 3）AF50-D/60-D分解図
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AF20-D〜60-D Series　交換要領 1

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AF20-D

分解 1）製品からケースアセンブリを取外します。
かたい場合にはSMC専用スパナを使用して緩めた後、手で取外
してください。

SMC専用スパナ
品番：1129129 ―

ケースアセンブリ

製品

ケースパッキン

エレメントアセンブリ
あらかじめエレメントアセン
ブリを取外すと、ケースパッキ
ンの交換が容易になります。エ
レメントアセンブリの取外し
は、「エレメント交換」を参照し
てください。

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 1）ケースアセンブリを製品にねじ込みます。
右記参考トルクを目安に締付けてください。 ― 参考締付トルク：2.1N・m

ケースアセンブリ

製品

1 ケースアセンブリ交換
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AF20-D〜60-D Series　交換要領 2

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AF30-D
AF40-D

分解 1）製品からケースアセンブリを取外します。
ロックボタンを引き下げた状態で約30度回転させ、製品とケー
スアセンブリの合いマークが合う位置で下向きに引き抜いて取
外します。

― ―

合いマークを合わせる

【手順1】

【手順2】

ケースアセンブリ側
合いマーク

ボディ側合いマーク

ケースアセンブリ

ロックボタン

製品

ケースパッキン

エレメントアセンブリ
あらかじめエレメントアセンブリを
取外すと、ケースパッキンの
交換が容易になります。
エレメントアセンブリの取外
しは、「エレメント交換」
を参照してください。

30度回転

下方へ引抜き

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 1）ケースアセンブリを製品に装着し、ロックボタンが製品の溝に
対して図の位置になるまでケースアセンブリを回転させてくだ
さい。

― ―

加圧前には、ロックボタンが
製品の溝にロックされている
ことを確認してください

【手順2】

【手順1】

製品

ケースアセンブリ

ロックボタン

注意

30度回転

上方へ差込み
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AF20-D〜60-D Series　交換要領 3

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AF50-D
AF60-D

分解 1）�製品からケースアセンブリを取外します。
ロックボタンを引き下げた状態で約30度回転させ、製品とケー
スアセンブリの合いマークが合う位置で下向きに引き抜いて取
り外します。

― ―

合いマークを合わせる

【手順1】

【手順2】

ケースアセンブリ側
合いマーク

ハウジング側合いマーク

ケースアセンブリ

ロックボタン

製品

ケースパッキン

30度回転

下方へ引抜き

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 1）ケースアセンブリを製品に装着し、ロックボタンが製品の溝に
対して図の位置になるまでケースアセンブリを回転させてくだ
さい。

― ―

加圧前には、ロックボタンが
製品の溝にロックされている
ことを確認してください

【手順2】

【手順1】

製品

ケースアセンブリ

ロックボタン
注意

30度回転

上方へ差込み
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AF20-D〜60-D Series　交換要領 4

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AF20-D

分解 1）「ケースアセンブリ交換」に沿ってケースアセンブリを取外して
ください。ケースアセンブリを取外したら、デフレクタのスナ
ップフィット（2ヶ所）を外してエレメントアセンブリを取外し
ます。バッフルを矢印の向きに回転させてエレメントアセンブ
リからエレメントを取外してください。

― ―

デフレクタ

【手順1】

スナップフィット
（2ヶ所）

【手順2】

エレメント

バッフル

デフレクタ

上方へ引抜き バッフルを回転

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 1）エレメントをデフレクタに装着し、バッフルを矢印の向きに回
転させてエレメントを取付けてください。エレメントとバッフ
ルを取付けたら、ケースアセンブリにデフレクタのスナップフ
ィット（2ヶ所）が引っ掛かるまでケースアセンブリに押し込ん
でください。ケースアセンブリは、「ケースアセンブリ交換」に
沿って取付けてください。

― ―

バッフル

エレメント

デフレクタ

デフレクタ

スナップフィット
（2ヶ所）

2 エレメント交換
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AF20-D〜60-D Series　交換要領 5

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AF30-D
AF40-D

分解 1）「ケースアセンブリ交換」に沿ってケースアセンブリを取外して
ください。ケースアセンブリを取外したら、デフレクタの保持
部をつまんで90度回転させ、エレメントアセンブリを取外しま
す。

― ―

デフレクタの保持部

デフレクタ

【手順1】

【手順2】

矢印の刻印部

エレメント

バッフル

デフレクタ

【手順3】

90度回転

90度回転上方へ引抜き

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 1）エレメントをデフレクタに装着し、バッフルを矢印の向きに回
転させてエレメントを取付けてください。エレメントとバッフ
ルを取付けたら、エレメントアセンブリをケースアセンブリに
装着後、エレメントアセンブリを左右どちらかに90度回転させ
て、エレメントアセンブリの凸部とケースアセンブリの凹部を
勘合させます。ケースアセンブリは、「ケースアセンブリ交換」
に沿って取付けてください。

― ―

バッフル

エレメント

デフレクタ

凹部

凸部

【手順1】 【手順3】【手順2】

90度回転 位置を合わせて勘合 90度回転
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AF20-D〜60-D Series　交換要領 6

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AF50-D
AF60-D

分解 1）「ケースアセンブリ交換」に沿ってケースアセンブリを取外して
ください。ケースアセンブリを取外したら、バッフルを手で左
回転させてエレメントを取外してください。

― ―

エレメント
バッフル

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 1）バッフルの凸部にエレメントを挿入し、ロッドにバッフルを手
で右回転させ取付けます。エレメントのガタツキがなくなるま
でバッフルを回転させた後、さらに右に約1/2回転締付けます。
手締めによるトルクは、右記参考トルクを目安に締付けてくだ
さい。
ケースアセンブリは、「ケースアセンブリ交換」に沿って取付け
てください。

― 参考締付トルク：1.8N·m

バッフル凸部

ロッド

エレメント

バッフル
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AFM20-D〜40-D/AFD20-D〜40-D Series　分解図

1） AFM20-D分解図 
AFD20-D分解図

2） AFM30-D, AFM40-D分解図 
AFD30-D, AFD40-D分解図

ボディ

ケースパッキン

AFM30/AFD30：ロッド
AFM40/AFD40：テンションボルト

ケースアセンブリ

ボディ

ケースパッキン

ケースアセンブリ

テンションボルト

エレメントアセンブリ

エレメントアセンブリ
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AFM20-D〜40-D/AFD20-D〜40-D Series　交換要領 1

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと、外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AFM20-D
AFD20-D

分解 1）製品からケースアセンブリを取外します。
堅い場合には、最初だけ引掛けスパナを使用して緩めた後、手
で取外してください。

SMC専用スパナ
品番：1129129 ―

ケースアセンブリ

製品

ケースパッキン

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 1）ケースアセンブリを製品にねじ込みます。
右記参考トルクを目安に締付けてください。 ― 参考締付トルク：2.1N・m

ケースアセンブリ

製品

1 ケースアセンブリ交換
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AFM20-D〜40-D/AFD20-D〜40-D Series　交換要領 2

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AFM30-D
AFM40-D
AFD30-D
AFD40-D

分解 1）製品からケースアセンブリを取外します。
ロックボタンを引き下げた状態で約30度回転させ、製品とケー
スアセンブリの合いマークが合う位置で下向きに引き抜いて取
外します。

― ―

合いマークを合わせる

【手順1】

【手順2】

ケースアセンブリ側
合いマーク

ボディ側合いマーク

ケースアセンブリ

ロックボタン

製品

ケースパッキン

30度回転

下方へ引抜き

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 1）ケースアセンブリを製品に装着し、ロックボタンが製品の溝に
対して図の位置になるまでケースアセンブリを回転させてくだ
さい。

― ―

加圧前には、ロックボタンが
製品の溝にロックされている
ことを確認してください

【手順2】

【手順1】

製品

ケースアセンブリ

ロックボタン

30度回転

上方へ差込み

注意
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AFM20-D〜40-D/AFD20-D〜40-D Series　交換要領 3

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AFM20-D
AFD20-D

分解 1）「ケースアセンブリ交換」に沿ってケースアセンブリを取外して
ください。ケースアセンブリを取外したら、エレメントアセン
ブリのスパナ掛け部にスパナを掛けて、左回転させてエレメン
トアセンブリを取外してください。

スパナ
呼び：7 ―

エレメントアセンブリ

スパナ掛け部

製品

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 1）エレメントアセンブリのスパナ掛け部にスパナを掛けて、右回
転させてエレメントアセンブリを取付けます。右記トルクを参
照し締付けてください。ケースアセンブリは、「ケースアセン
ブリ交換」に沿って取付けてください。

スパナ
呼び：7 締付トルク：0.49±0.05N・m

エレメントアセンブリ
スパナ掛け部

製品

2 エレメント交換
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AFM20-D〜40-D/AFD20-D〜40-D Series　交換要領 4

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AFM30-D
AFM40-D
AFD30-D
AFD40-D

分解 1）「ケースアセンブリ交換」に沿ってケースアセンブリを取外して
ください。ケースアセンブリを取外したら、エレメントアセン
ブリの丸ペンチ掛け部に丸ペンチを掛けて、左回転させてエレ
メントアセンブリを取外します。

丸ペンチ ―

製品

エレメントアセンブリ

ペンチ掛け部

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 1）エレメントアセンブリの丸ペンチ掛け部に丸ペンチを掛けて、
右回転させてエレメントアセンブリを取付けます。右記トルク
を参照し締付けてください。ケースアセンブリは、「ケースア
センブリ交換」に沿って取付けてください。

丸ペンチ
締付トルク：

AFM30-D：1.47±0.2N・m
AFM40-D：1.96±0.2N・m

製品

エレメントアセンブリ

ペンチ掛け部
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AR20（K）-D〜60（K）-D Series　分解図 1

AR20-D／AR30-D／AR40-D／AR50-D／AR60-D

十字穴付なべ小ねじ
（4本）

ボンネット

調圧スクリュアセンブリ

調圧スプリング

ダイヤフラムアセンブリ

ボディ

バルブアセンブリ

バルブスプリング

バルブガイドアセンブリ

カバー

キャップ

（IN側に凸）
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AR20（K）-D〜60（K）-D Series　分解図 2

圧力計ポート【対象機種：圧力計なし／圧力計（丸形）付】

圧力計ポート【対象機種：角形圧力計付／デジタル圧力スイッチ付】

取付ねじ
（2本）

圧力計
Oリング

取付ねじ
（2本）

製品

圧力計（丸形）

プラグアセンブリ

製品

プラグアセンブリ

デジタル圧力スイッチ

注）デジタル圧力スイッチは、
デジタル圧力スイッチ付製品に付属の
取扱説明書をご参照ください。

Oリング

ブランキングプレート

圧力計カバー

角形埋込式圧力計

ブランキングプレート
アセンブリ

・圧力計を背面側に取付ける場合は、正面の部品一式と背面の部品一式を組み替えてご使用ください。
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AR20（K）-D〜60（K）-D Series　分解図 3

圧力計ポート【対象機種：逆流機能付】

取付ねじ
（2本）

角形埋込式
圧力計

Oリング

圧力計カバー

リング
（2個）

取付ねじ
（2本）

チェック弁
アセンブリ

レギュレータ

チェック弁カバー

圧力計（丸形）

プラグ

圧力計アダプタ
アセンブリ

Oリング

取付ねじ
（2本）

チェック弁プラグ
アセンブリ

注）デジタル圧力スイッチに関しては、
デジタル圧力スイッチ付製品に
付属の取扱説明書をご参照ください。

デジタル
圧力スイッチチェック弁アセンブリ

角形埋込式圧力計

プラグアセンブリ

・圧力計を背面側に取付ける場合は、正面の部品一式と背面の部品一式を組み替えてご使用ください。
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AR20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 1

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左に回して、設定ゼロの位置にしてください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20-D
AR30-D
AR40-D
AR50-D
AR60-D

分解 1）完全にハンドルを緩めてから分解してください。 ― ―

2）ねじ4本を外し、ボンネットを取外します。 AR20/AR30/AR40
ドライバ（＋）

AR50/AR60
六角棒スパナ
呼び：5

―

3）調圧スクリュアセンブリ、調圧スプリング、ダイヤフラムアセ
ンブリの順に取外します。 ― ―

組付 4）ボディにダイヤフラムアセンブリ、調圧スプリング、調圧スク
リュアセンブリの順で装着します。 ― ダイヤフラムアセンブリの向き

調圧スクリュアセンブリの向き

5）ボンネットをボディに装着します。
ボンネットの凸部をIN側にしてボディに装着し、4本の取付ね
じを仮締めした後、均等に対角締めで固定してください。

AR20/AR30/AR40
ドライバ（＋）

AR50/AR60
六角棒スパナ
呼び：5

締付トルク：
AR20-D

2.35±0.3N・m
AR30-D
AR40-D

3.5±0.3N・mAR50-D
AR60-D

1 ダイヤフラムアセンブリ

ボンネット

調圧スクリュ
アセンブリ

調圧スプリング

ダイヤフラムアセンブリ

ボディ

ねじ（4本）

ダイヤフラムアセンブリ（断面図）

（リリーフ弁シート部）

ハンドル
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AR20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 2

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20-D
AR30-D
AR40-D
AR50-D
AR60-D

分解 1）キャップを取外します。
ボディとキャップの隙間に時計ドライバ（－）を差込んで上方向
に持ち上げれば、外すことができます。

時計ドライバ（－） ―

2）カバーを取外します。
カバーの小穴2ヶ所に丸ペンチを差込み、左右のどちらかに45°
回転させ、持ち上げれば取外すことができます。

丸ペンチ
呼び：125 ―

3）バルブガイドアセンブリを取外します。
外周部を時計ドライバなどで持ち上げて取外してください。 時計ドライバ（－） ―

4）バルブスプリングを取外します。 ― ―

5）バルブアセンブリを取外します。 ― ―

組付 6）交換部品を新品に交換後、分解した部品をレギュレータにセッ
トします。分解手順の逆の手順で組付けてください。 ― 各部品の組付向きは

下図を参照ください。

2 バルブガイドアセンブリ、バルブアセンブリ

キャップ

カバー

バルブガイドアセンブリ

バルブスプリング

バルブアセンブリ

レギュレータ

時計ドライバ（－）
挿入口

キャップ

丸ペンチ挿入口
（4箇所）

（バルブシート部）

（バルブ摺動Oリング）

バルブアセンブリ（上下反転図）

AR40-D/AR50-D/AR60-D

凸部がキャップ側になるように
組付けてください。
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圧力計カバーアセンブリ

取付ねじ
（2本）

圧力計部

Oリング

圧力計カバー

角形埋込式圧力計

AR20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 3

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20-D
AR20K-D
AR30-D
AR30K-D
AR40-D
AR40K-D
AR50-D
AR50K-D
AR60-D
AR60K-D

分解 1）圧力計カバーを取外します。
圧力計カバーを矢印方向（左回転）に15°回転させた後、手前に
引いて取外します。

― ―

2）圧力計を取外します。2本の取付ねじを外し、製品から圧力計
を取外します。 ドライバ（＋） ―

組付 3）圧力計に“O”リングが取付いていることを確認します。“O”リ
ングが脱落していたり、レギュレータ側に残っている場合は、
“O”リングを圧力計に装着し直してください。

― “O”リングの有無

4）圧力計を取付けます。
取付ねじでレギュレータに圧力計を仮止めした後、右記の締付
トルクで締付けて固定します。

ドライバ（＋） 締付トルク：0.85±0.05N・m

5）圧力計カバーを取付けます。
圧力計カバーの矢印が右下になるようにして、2ヶ所の爪と圧
力計の2ヶ所の爪挿入孔を勘合し、圧力計カバーを矢印と反対
方向（右回転）に15°回転させて取付けます。

― ―

注）角形圧力計付（E）製品に適用となります。

3 角形埋込式圧力計
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Oリング

取付けねじ
（2本） ブランキング

プレート

ブランキングプレート
アセンブリ

Oリング
（2個）

取付けねじ
（2本）

チェック弁アセンブリ

チェック弁カバー

チェック弁アセンブリ

AR20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 4

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20-D
AR30-D
AR40-D
AR50-D
AR60-D

分解 1）ブランキングプレートを取外します。
2本の取付ねじを外して、製品からブランキングプレートを取
外します。

ドライバ（＋） ―

組付 2）ブランキングプレートに“O”リングが取付いていることを確認
します。“O”リングが脱落していたり、製品側に残っている場
合は、“O”リングを圧力計に装着し直してください。

― “O”リングの有無

3）ブランキングプレートを取付けます。
取付ねじで製品にブランキングプレートを仮止めした後、右記
の締付トルクで締付けて固定します。

ドライバ（＋） 締付トルク：0.6±0.05N・m

注）角形圧力計付（E）、またはデジタル圧力スイッチ付（E1〜E4）製品に適用となります。（逆流機能付製品は対象外）

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20K-D
AR30K-D
AR40K-D
AR50K-D
AR60K-D

分解 1）チェック弁カバーを取外します。
2本の取付ねじを外して、製品からチェック弁カバーを取外し
ます。

ドライバ（＋） ―

2）チェック弁アセンブリを取外します。
製品に残ったチェック弁アセンブリを手前に引いて取外しま
す。

― ―

組付 3）チェック弁アセンブリに“O”リングが取付いていることを確認
します。“O”リングが脱落していたり、製品側に残っている場
合は、“O”リングをチェック弁アセンブリに装着し直してくだ
さい。

― “O”リングの有無

4）チェック弁カバーを取付けます。
取付ねじで製品にチェック弁カバーを仮止めした後、右記の締
付トルクで締付けて固定します。

ドライバ（＋） 締付トルク：0.6±0.05N・m

注）逆流機能付製品に適用となります。

4 ブランキングプレートアセンブリ

5 チェック弁アセンブリ
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AR20M（K）-D〜40M（K）-D Series　分解図 1

十字穴付なべ小ねじ
（4本）

ボンネット

調圧スクリュアセンブリ

調圧スプリング

ダイヤフラムアセンブリ

ボディ

バルブアセンブリ

バルブスプリング

バルブガイドアセンブリ

カバー

キャップ
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圧力計カバーアセンブリ

取付ねじ
（2本）

圧力計部

Oリング

圧力計カバー

角形埋込式圧力計

プラグ

Oリング

プラグアセンブリ

取付ねじ
（2本）

AR20M（K）-D〜40M（K）-D Series　分解図 2

圧力計ポート【対象機種：角形圧力計付】

圧力計ポート【対象機種：圧力計なし】圧力計ポート【対象機種：圧力計なし】
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AR20M（K）-D〜40M（K）-D Series　分解図 3

取付ねじ
（2本）

角形埋込式
圧力計

Oリング

圧力計カバー

レギュレータ

圧力計（丸形）

プラグ

圧力計アダプタ
アセンブリ

Oリング

取付ねじ
（2本）

デジタル
圧力スイッチ

角形埋込式圧力計

プラグアセンブリ

注）デジタル圧力スイッチに関しては、
デジタル圧力スイッチ付製品に付属の
取扱説明書をご参照ください。

・�角形埋込式圧力計、デジタル圧力スイッチを組み替える場合は、0.85±0.05N·mのトルクで締付けてください。それ以外の場合は、0.6±0.05N·mの
トルクで締付けてください。
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AR20M（K）-D〜40M（K）-D Series　交換要領 1

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左に回して、設定ゼロの位置にしてください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20M
AR30M
AR40M

分解 1）完全にハンドルを緩めてから分解してください。 ― ―

2）ねじ4本を外し、ボンネットを取外します。 ドライバ（＋） ―

3）調圧スクリュアセンブリ、調圧スプリング、ダイヤフラムアセ
ンブリの順に取外します。 ― ―

組付 4）ボディにダイヤフラムアセンブリ、調圧スプリング、調圧スク
リュアセンブリの順で装着します。 ― ダイヤフラムアセンブリの向き

調圧スクリュアセンブリの向き

5）ボンネットをボディに装着します。
ボンネットの凸部を下図の向きでボディに装着し、4本の取付
ねじを仮締めした後、均等に対角締めで固定してください。 ドライバ（＋）

締付トルク：
AR20M

2.35±0.3N・m
AR30M
AR40M 3.5±0.3N・m

1 ダイヤフラムアセンブリ交換

ボンネット

調圧スクリュ
アセンブリ

調圧スプリング

ダイヤフラムアセンブリ

ボディ

ねじ（4本）

ダイヤフラムアセンブリ（断面図）

（リリーフ弁シート部）

ハンドル

（凸部）

ボンネット凸部装着方向

各ポートと凸部が図のような
位置関係となるように
組付してください。

OUT共通IN

共通IN
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AR20M（K）-D〜40M（K）-D Series　交換要領 2

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20M
AR30M
AR40M

分解 1）キャップを取外します。ボディとキャップの隙間に時計ドライ
バ（－）を差込んで上方向に持ち上げれば、外すことができます。 時計ドライバ（ー） ―

2）カバーを取外します。カバーの小穴2ヶ所に丸ペンチを差込み、
左右のどちらかに45°回転させ、持ち上げれば取外すことがで
きます。

丸ペンチ
呼び：125 ―

3）バルブガイドアセンブリを取外します。外周部を時計ドライバ
などで持ち上げて取外してください。 時計ドライバ（ー） ―

4）バルブスプリングを取外します。 ― ―

5）バルブアセンブリを取外します。 ― ―

組付 6）交換部品を新品に交換後、分解した部品をレギュレータにセッ
トします。分解手順の逆の手順で組付けてください。 ― 各部品の組付向きは下図を参照

ください。

2 バルブガイドアセンブリ、バルブアセンブリ交換

キャップ

カバー

バルブガイドアセンブリ

バルブスプリング

バルブアセンブリ

レギュレータ

時計ドライバ（―）
挿入口

キャップ 丸ペンチ挿入口
（4箇所）

バルブシート部

バルブ摺動Oリング
または
チェックパッキン

バルブアセンブリ（上下反転図）
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AR20M（K）-D〜40M（K）-D Series　交換要領 3

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20M
AR30M
AR40M

分解 1）圧力計カバーを取外します。
圧力計カバーを矢印方向（左回転）に15°回転させた後、手前に
引いて取外します。

― ―

2）圧力計を取外します。
2本の取付ねじを外し、製品から圧力計を取外します。 ドライバ（＋） ―

組付 3）圧力計に"O"リングが取付いていることを確認します。"O"リ
ングが脱落していたり、レギュレータ側に残っている場合は、
"O"リングを圧力計に装着し直してください。

― "O"リングの有無

4）圧力計を取付けます。取付ねじでレギュレータに圧力計を仮止
めした後、右記の締付トルクで締付けて固定します。 ドライバ（＋） 締付トルク：0.85±0.05N·m

5）圧力計カバーを取付けます。圧力計カバーの矢印が右下になる
ようにして、2ヶ所の爪と圧力計の2ヶ所の爪挿入孔を勘合し、
圧力計カバーを矢印と反対方向（右回転）に15°回転させて取付
けます。

― ―

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20M
AR30M
AR40M

分解 1）プラグを取外します。 六角棒スパナ
呼び：4 ―

組付 2）プラグを組付けます。 六角棒スパナ
呼び：4

締付トルク：
0.6±0.05N・ｍ

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20M
AR30M
AR40M

分解 1）プラグアセンブリを取外します。2本の取付ねじを外して、製
品からプラグアセンブリを取外します。 ドライバ（＋） ―

組付 2）プラグアセンブリに"O"リングが取付いていることを確認しま
す。"O"リングが脱落していたり、レギュレータ側に残ってい
る場合は、"O"リングをプラグアセンブリに装着し直してくだ
さい。

― "O"リングの有無

3）プラグアセンブリを取付けます。取付ねじでレギュレータにプ
ラグアセンブリを仮止めした後、右記の締付トルクで締付けて
固定します。

ドライバ（＋） 締付トルク：
0.6±0.05N・m

3 角形埋込式圧力計交換

4 プラグ交換

5 プラグアセンブリ交換
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AL20-D〜60-D Series　分解図 1

1）AL20-D分解図 2）AL30-D/AL40-D分解図

ボディボディ

ダンパ押えアセンブリ

ダンパ

ケースパッキン

スペーサ

ホルダ

ケースアセンブリ

滴下窓アセンブリ

Oリング

給油プラグアセンブリ
給油プラグアセンブリ

スペーサ

滴下窓アセンブリ

ホルダ

ダンパ

ダンパ押えアセンブリ

十字穴付なべ小ねじ

ケースパッキン

ケースアセンブリ
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AL20-D〜60-D Series　分解図 2

ボディ

IN

OU
T

ダンパ台押えアセンブリ

ダンパアセンブリ

ケースパッキン

スペーサ

ホルダ

ケースアセンブリ

滴下窓アセンブリ

Oリング

給油プラグアセンブリ

十字穴付なべ小ねじ

Oリング

ハウジング

六角穴付ボルト
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AL20-D〜60-D Series　交換要領 1

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと、外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL20-D

分解 1）製品からケースアセンブリを取外します。
かたい場合にはSMC専用スパナを使用して緩めた後、手で取外
してください。

SMC専用スパナ
品番：1129129 ―

ケースアセンブリ

製品

ケースパッキン

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 2）ケースアセンブリを製品にねじ込みます。
右記参考トルクを目安に締付けてください。 ― 参考締付トルク：2.1N・m

ケースアセンブリ

製品

1 ケースアセンブリ
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AL20-D〜60-D Series　交換要領 2

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL30-D
AL40-D

分解 1）製品からケースアセンブリを取外します。
ロックボタンを引き下げた状態で約30度回転させ、製品とケー
スアセンブリの合いマークが合う位置で下向きに引き抜いて取
外します。

― ―

ケースアセンブリ

合いマークを合わせる

ロックボタン

【手順1】

【手順2】

ケースアセンブリ側
合いマーク

製品側合いマーク

製品
ケースパッキン

30度回転

下方へ引抜き

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 2）ケースアセンブリを製品に装着し、ロックボタンが製品の溝に
対して図の位置になるまでケースアセンブリを回転させてくだ
さい。

― ―

加圧前には、ロックボタンが
製品の溝にロックされている
ことを確認してください

【手順2】

【手順1】

製品

ケースアセンブリ

ロックボタン30度回転

上方へ差込み

注意
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AL20-D〜60-D Series　交換要領 3

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL50-D
AL60-D

分解 1）製品からケースアセンブリを取外します。
ロックボタンを引き下げた状態で約30度回転させ、製品とケー
スアセンブリの合いマークが合う位置で下向きに引き抜いて取
外します。

― ―

ケースアセンブリ

合いマークを合わせる

ロックボタン

【手順1】

【手順2】

ケースアセンブリ側
合いマーク

製品側合いマーク

製品

ケースパッキン

30度回転

下方へ引抜き

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 2）ケースアセンブリを製品に装着し、ロックボタンが製品の溝に
対して図の位置になるまでケースアセンブリを回転させてくだ
さい。

― ―

加圧前には、ロックボタンが
製品の溝にロックされている
ことを確認してください

【手順2】

【手順1】

製品

ケースアセンブリ

ロックボタン
30度回転

上方へ差込み

注意
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AL20-D〜60-D Series　交換要領 4

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL20-D

分解 1）「ケースアセンブリ交換」に沿ってケースアセンブリを取外して
ください。ケースアセンブリを取外したら、分解の前に油量調
整弁を手で回転させて軽く締め込み、弁を全閉にしてから作業
します。丸ペンチ引掛け孔に丸ペンチを引っ掛けて、図の向き
に回してダンパ押えアセンブリを取外します。

丸ペンチ
（125または150） ―

油量調整弁

丸ペンチ引掛け孔

ダンパ押えアセンブリ

製品

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 2）製品にダンパ押えアセンブリをねじ込みます。組付後は、「ケ
ースアセンブリ交換」に沿ってケースアセンブリを取付けてく
ださい。

丸ペンチ
（125または150）

締付トルク（N・m)
機種 トルク

AL20-D 1.4±0.1

ダンパ押えアセンブリ

製品

丸ペンチ引掛け孔

2 ダンパ押えアセンブリ
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AL20-D〜60-D Series　交換要領 5

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL30-D
AL40-D

分解 1）「ケースアセンブリ交換」に沿ってケースアセンブリを取外して
ください。ケースアセンブリを取外したら、分解の前に油量調
整弁を手で回転させて軽く締め込み、弁を全閉にしてから作業
します。ねじ4本を取外し、ダンパ押えアセンブリを取外します。
ダンパ押えアセンブリとホルダアセンブリの間にOリングがあ
りますので、紛失しないよう注意してください。

ドライバ（＋） ―

ダンパ押えアセンブリ

製品

油量調整弁

ねじ（4本）
工具：（＋）ドライバ

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 2）Oリングが装着されていることを確認します。ホルダとの位置
合わせ2ヶ所を勘合し、図の向きにダンパ押えアセンブリを装
着してねじ4本で締結します。組付後は、「ケースアセンブリ交
換」に沿ってケースアセンブリを取付けてください。

ドライバ（＋）

締付トルク（N・m)
機種 トルク

AL30-D 0.4±0.1
AL40-D 0.7±0.2

製品

Oリング

ダンパ押えアセンブリ

ねじ（4本）
工具：（＋）ドライバ

位置合わせ
（2ヶ所）

ホルダ
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AL20-D〜60-D Series　交換要領 6

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL50-D
AL60-D

分解 1）「ケースアセンブリ交換」に沿ってケースアセンブリを取外して
ください。ケースアセンブリを取外したら、分解の前に油量調
整弁を手で回転させて軽く締め込み、弁を全閉にしてから作業
します。ねじ4本を取外し、ハウジングとOリングを取外します。

六角棒スパナ
（呼び：5） ―

製品

油量調整弁

ねじ（4本）
工具：六角棒スパナ
　　　（呼び：5）

Oリング

ハウジング

ねじ（4本）

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

分解 2）ねじ4本を取外し、ダンパ台押えアセンブリを取外します。ダ
ンパ台押えアセンブリとホルダアセンブリの間にOリングがあ
りますので、紛失しないよう注意してください。

ドライバ（＋） ―

ダンパ台押えアセンブリ

製品

ねじ（4本）
工具：（＋）ドライバ

ねじ（4本）

Oリング

ホルダ
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AL20-D〜60-D Series　交換要領 7

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL20-D

分解 1）「ダンパ押えアセンブリ交換」に沿ってダンパ押えアセンブリを
取外してください。ダンパ押えアセンブリを取外したら、油量
調整弁（滴下窓アセンブリ）をボディに押し込むようにしてホル
ダアセンブリを取外します。ホルダアセンブリと滴下窓アセン
ブリは手で引き離して分解してください。内部に鋼球がありま
すので、紛失しないように注意しながら分解してください。

― ―

油量調整弁

製品

鋼球

滴下窓アセンブリ

ホルダアセンブリ

ダンパ

Oリング

スペーサ

上方へ押し込む

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 2）スペーサ、滴下窓アセンブリ、鋼球、ホルダを組付けます。ホ
ルダアセンブリの導油孔に鋼球を入れ、ホルダアセンブリのゼ
ロ点合わせマーク２本の間に、滴下窓アセンブリのゼロ点合わ
せマークの位置を合わせて滴下窓アセンブリを組付けます。次
に、ホルダアセンブリにダンパを取付けます。ダンパの形状と
ホルダアセンブリの凸部の形状が一致する向きで組付けます。
最後に、ボディにホルダアセンブリを装着します。ホルダアセ
ンブリとボディの位置決めを合わせて組付けると、ホルダの端
面とボディの端面が面一になります。Oリングを装着し、組付
後は、「ダンパ押えアセンブリ交換」に沿ってダンパ押えアセン
ブリを取付けてください。

― ―

製品

ホルダ
アセンブリ

位置決め溝
（幅が異なる）

位置決め凸
（幅が異なる）

ゼロ点合わせマーク

ゼロ点
合わせ
マーク

スペーサ

滴下窓
アセンブリ

ホルダ

勘合部

ダンパ

ホルダ
アセンブリ

鋼球

Oリング

3 ダンパ、滴下窓アセンブリ
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AL20-D〜60-D Series　交換要領 8

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL30-D
AL40-D

分解 1）「ダンパ押えアセンブリ交換」に沿ってダンパ押えアセンブリを
取外してください。滴下窓アセンブリを矢印の方向に押し込ん
で取外します。ホルダアセンブリと滴下窓アセンブリは手で引
き離して分解してください。ダンパはピンセットなどを使って
傷つけないように取外してください。

ピンセット ―

ダンパ

ホルダ

滴下窓アセンブリ

スペーサ

ホルダアセンブリ

製品

上方へ押し込む

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 2）スペーサ、滴下窓アセンブリ、ホルダを組付けます。ホルダア
センブリのゼロ点合わせマーク２本の間に、滴下窓アセンブリ
のゼロ点合わせマークの位置を合わせて滴下窓アセンブリを組
付けます。次に、ホルダアセンブリにダンパを取付けます。ダ
ンパの形状とホルダアセンブリの凹部の形状が一致する向きで
組付けます。最後に、ボディにホルダアセンブリを装着します。
ホルダアセンブリとボディの位置決めを合わせて組付けると、
ホルダの端面とボディの端面が面一になります。組付後は、「ダ
ンパ押えアセンブリ交換」に沿ってダンパ押えアセンブリを取
付けてください。

― ―

ゼロ点合わせマーク

ゼロ点
合わせ
マーク

スペーサ

滴下窓
アセンブリ

ホルダ

勘合部

ダンパ

ホルダ
アセンブリ

ホルダ
アセンブリ

製品

位置決め凸

位置決め凹
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AL20-D〜60-D Series　交換要領 9

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL50-D
AL60-D

分解 1）「ダンパ押えアセンブリ交換」に沿ってダンパ台押えアセンブリ
を取外してください。滴下窓アセンブリを矢印の方向に押し込
んで取外します。ホルダアセンブリと滴下窓アセンブリは手で
引き離して分解してください。ダンパアセンブリはピンセット
などを使って傷つけないように取外してください。

ピンセット ―

ホルダアセンブリ

製品

上方へ押し込む

ダンパアセンブリ

ホルダ

滴下窓アセンブリ

スペーサ

Oリング

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 2）スペーサ、滴下窓アセンブリ、ホルダを組付けます。ホルダア
センブリのゼロ点合わせマーク2本の間に、滴下窓アセンブリ
のゼロ点合わせマークの位置を合わせて滴下窓アセンブリを組
付けます。次に、ホルダアセンブリにダンパアセンブリを取付
けます。ダンパアセンブリの位置決め穴とホルダアセンブリの
位置決め凸部が一致する向きで組付けます。最後に、ボディに
ホルダアセンブリとOリングを装着します。ホルダアセンブリ
とボディの位置決めを合わせて組付けすると、ホルダの端面と
ボディの端面が面一になります。組付後は、「ダンパ押えアセン
ブリ交換」に沿ってダンパ台押えアセンブリを取付けてくださ
い。

― ―

ゼロ点合わせマーク

ゼロ点
合わせ
マーク

スペーサ

滴下窓
アセンブリ

ホルダ

ダンパアセンブリ

ホルダ
アセンブリ

ホルダ
アセンブリ

製品

位置決め凸

位置決め凹

IN

Oリング

位置決め凸

位置決め穴
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AW20（K）-D〜60（K）-D Series　分解図 1

AW20-D/AW30-D/AW40-D 分解図

十字穴付なべ小ねじ
（4本）

ボンネット

調圧スクリュアセンブリ

調圧スプリング

ダイヤフラムアセンブリ

ボディ

バルブアセンブリ

バルブスプリング

バルブガイド

（IN側に凸）

ケースアセンブリ

エレメント

バッフル

ケースパッキン
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AW20（K）-D〜60（K）-D Series　分解図 2

AW60-D 分解図

六角穴付ボルト（4本）

ボンネット

調圧スクリュアセンブリ

調圧スプリング

ダイヤフラムアセンブリ

ボディ

バルブアセンブリ

バルブスプリング

バルブガイド

IN

OU
T

（IN側に凸）

ケースアセンブリ

エレメント

バッフル

ケースパッキン

ワッシャ

六角穴付ボルト（4本）

ハウジング

Oリング
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圧力計（丸形）

プラグ

フィルタレギュレータ

プラグ

取付ねじ
（2本）

圧力計

Oリング

デジタル圧力スイッチ

注）デジタル圧力スイッチは、
デジタル圧力スイッチ付製品に付属の
取扱説明書をご参照ください。

圧力計カバー

角形埋込式圧力計

取付ねじ
（2本）

Oリング

ブランキングプレート

ブランキングプレート
アセンブリ

AW20（K）-D〜60（K）-D Series　分解図 3

圧力計ポート【対象機種：圧力計なし／圧力計（丸形）付】

圧力計ポート【対象機種：角形圧力計付／デジタル圧力スイッチ付】

・圧力計を背面側に取付ける場合は、正面の部品一式と背面の部品一式を組み替えてご使用ください。
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AW20（K）-D〜60（K）-D Series　分解図 4

圧力計ポート【対象機種：逆流機能付】

・圧力計を背面側に取付ける場合は、正面の部品一式と背面の部品一式を組み替えてご使用ください。
　その際には、チェック弁プラグも忘れずに組み替えてください。

取付ねじ
（2本）

角形埋込式
圧力計

Oリング

圧力計カバー

圧力計（丸形）

プラグ
Oリング

取付ねじ
（2本）

チェック弁プラグ
アセンブリ

注）デジタル圧力スイッチに関しては、
デジタル圧力スイッチ付製品に
付属の取扱説明書をご参照ください。

角形埋込式圧力計

プラグアセンブリ

Oリング
（2個）

取付ねじ
（2本）

チェック弁
アセンブリ

フィルタレギュレータ

チェック弁カバー

チェック弁アセンブリ

デジタル
圧力スイッチ
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AW20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 1

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前に、必ずハンドルを緩めて、設定ゼロの位置にしてください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20-D
AW30-D
AW40-D
AW60-D

分解 1）完全にハンドルを緩めてから分解してください。 ― ―

2）ねじ4本を外し、ボンネットを取外します。 AW20/AW30/AW40
ドライバ（＋）

AW60
六角棒スパナ
呼び：5

―

3）調圧スクリュアセンブリ、調圧スプリング、ダイヤフラムアセ
ンブリの順に取外します。 ― ―

組付 4）ボディにダイヤフラムアセンブリ、調圧スプリング、調圧スク
リュアセンブリの順で装着します。 ― ダイヤフラムアセンブリの向き

調圧スクリュアセンブリの向き

5）ボンネットをボディに装着します。
ボンネットの凸部をIN側にしてボディに装着し、4本の取付ね
じを仮締めした後、均等に対角締めで固定してください。

AW20/AW30/AW40
ドライバ（＋）

AW60
六角棒スパナ
呼び：5

締付トルク：
AW20-D

2.35±0.3N・m
AW30-D
AW40-D

3.5±0.3N・m
AW60-D

1 ダイヤフラムアセンブリ

ボンネット

調圧スクリュ
アセンブリ

調圧スプリング

ダイヤフラムアセンブリ

ボディ

ねじ（4本）

ダイヤフラムアセンブリ（断面図）

（リリーフ弁シート部）

ハンドル
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AW20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 2

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20-D
AW20K-D

分解 1）製品からケースアセンブリを取外します。
かたい場合にはSMC専用スパナを使用して緩めた後、手で取外
してください。

SMC専用スパナ
品番：1129129 ―

ケースアセンブリ

製品
ケースパッキン

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 2）ケースアセンブリを製品にねじ込みます。
右記参考トルクを目安に締付けてください。 ― 参考締付トルク：2.1N・m

ケースアセンブリ

製品

2 ケースアセンブリ
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AW20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 3

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW30-D
AW30K-D
AW40-D
AW40K-D

分解 1）製品からケースアセンブリを取外します。ロックボタンを引き
下げた状態で約30度回転させ、製品とケースアセンブリの合い
マークが合う位置で下向きに引き抜いて取外します。

― ―

ケースアセンブリ

合いマークを合わせる

ロックボタン
【手順1】

【手順2】

ケースアセンブリ側
合いマーク

製品側合いマーク

製品

ケースパッキン

下方へ引抜き

30度回転

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 2）ケースアセンブリを製品に装着し、ロックボタンが製品の溝に
対して図の位置になるまでケースアセンブリを回転させてくだ
さい。

― ―

加圧前には、ロックボタンが
製品の溝にロックされている
ことを確認してください

【手順2】

【手順1】

製品

ケースアセンブリ

ロックボタン

30度回転

上方へ差込み

注意
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AW20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 4

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW60-D
AW60K-D

分解 1）製品からケースアセンブリを取外します。ロックボタンを引き
下げた状態で約30度回転させ、製品とケースアセンブリの合い
マークが合う位置で下向きに引き抜いて取外します。

― ―

ケースアセンブリ

合いマークを合わせる

ロックボタン
【手順1】

【手順2】

ケースアセンブリ側
合いマーク

製品側合いマーク

製品

ケースパッキン

下方へ引抜き

30度回転

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 2）ケースアセンブリを製品に装着し、ロックボタンが製品の溝に
対して図の位置になるまでケースアセンブリを回転させてくだ
さい。

― ―

加圧前には、ロックボタンが
製品の溝にロックされている
ことを確認してください

【手順2】

【手順1】

製品

ケースアセンブリ

ロックボタン
30度回転

上方へ差込み

注意
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AW20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 5

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20-D
AW20K-D
AW30-D
AW30K-D
AW40-D
AW40K-D

分解 1）「ケースアセンブリ交換」に沿ってケースアセンブリを取外して
ください。ケースアセンブリを取外したら、バッフルを矢印の
向きに回転させてエレメントを取外してください。

― ―

バッフル

エレメント

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 2）エレメントをバルブガイドに装着し、バッフルを矢印の向きに
回転させてエレメントを取付けてください。エレメントとバッ
フルを取付けたら、「ケースアセンブリ交換」に沿ってケースア
センブリを取付けてください。

― ―

バッフル

エレメント
バルブガイド

3 エレメントアセンブリ
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AW20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 6

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW60-D
AW60K-D

分解 1）「ケースアセンブリ交換」および「エレメント交換」に沿ってケー
スアセンブリとエレメントを取外してください。
ねじ4本を取外し、ハウジングとOリングを取外します。

六角棒スパナ
呼び：5 ―

製品

ねじ（4本）
六角棒スパナ
（呼び：5）

Oリング

ハウジング

ねじ（4本）

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

分解 2）バルブスプリングを紛失しないように注意しながら、バルブガ
イドを矢印の向きに回転させて取外します。

六角棒スパナ
呼び：10 ―

バルブガイド

六角棒スパナ
（呼び：10）
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AW20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 7

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20-D
AW20K-D
AW30-D
AW30K-D
AW40-D
AW40K-D

分解 1）「ケースアセンブリ交換」および「エレメント交換」に沿ってケー
スアセンブリとエレメントを取外してください。バルブスプリ
ングを紛失しないように注意しながら、バルブガイドを矢印の
向きに回転させて取外します。

六角棒スパナ
AW20-D 呼び：4
AW30-D 呼び：6
AW40-D 呼び：8

―

バルブガイド

六角棒スパナ

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 2）バルブスプリングとバルブアセンブリをバルブガイド側に図の
向きに装着し、バルブガイドを矢印の向きに回してバルブガイ
ドを製品に取付けてください。バルブガイドを取付けたら、「エ
レメント交換」「ケースアセンブリ交換」に沿ってエレメントと
ケースアセンブリを取付けてください。

六角棒スパナ
AW20-D 呼び：4
AW30-D 呼び：6
AW40-D 呼び：8

締付トルク：
AW20-D 0.45N・m
AW30-D 0.95N・m
AW40-D 1.15N・m

バルブガイド

バルブスプリング

バルブアセンブリ

製品

六角棒スパナ

4 バルブアセンブリ
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AW20（K）-D〜40（K）-D Series　交換要領 8

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW60-D
AW60K-D

分解 1）「ケースアセンブリ交換」および「エレメント交換」に沿ってケー
スアセンブリとエレメントを取外してください。
ねじ4本を取外し、ハウジングとOリングを取外します。

六角棒スパナ
呼び：5 ―

製品

ねじ（4本）
六角棒スパナ
（呼び：5）

Oリング

ハウジング

ねじ（4本）

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

分解 2）バルブスプリングを紛失しないように注意しながら、バルブガ
イドを矢印の向きに回転させて取外します。

六角棒スパナ
呼び：10 ―

バルブガイド

六角棒スパナ
（呼び：10）
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AW20（K）-D〜40（K）-D Series　交換要領 9

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW60-D
AW60K-D

組付 3）バルブスプリングとバルブアセンブリをバルブガイド側に図の
向きに装着し、バルブガイドを矢印の向きに回してバルブガイ
ドを製品に取付けてください。

六角棒スパナ
呼び：10

締付トルク：
6.5±0.3N・m

バルブガイド

バルブスプリング

バルブアセンブリ

製品

六角棒スパナ
（呼び：10）

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

組付 4）ボディにOリングとハウジングを装着してねじ4本で締結しま
す。組付後は、「エレメント交換」および「ケースアセンブリ交換」
に沿ってエレメントとケースアセンブリを取付けてください。

六角棒スパナ
呼び：5

締付トルク：
3.5±0.3N・m

Oリング

ハウジング

ねじ（4本）
六角棒スパナ
（呼び：5）

604

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

交
換
要
領

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ



AW20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 10

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20-D
AW20K-D
AW30-D
AW30K-D
AW40-D
AW40K-D
AW60-D
AW60K-D

分解 1）圧力計カバーアセンブリを取外します。
圧力計カバーアセンブリを矢印方向（左回転）に15°回転させた
後、手前に引いて取外します。

― ―

2）圧力計を取外します。
2本の取付ねじを外し、製品から圧力計を取外します。ボディ
カバーも製品から外れますので、紛失しないように注意してく
ださい。

ドライバ（＋） ―

組付 3）圧力計に“O”リングが取付いていることを確認します。“O”リ
ングが脱落していたり、製品側に残っている場合は、“O”リン
グを圧力計に装着し直してください。

― “O”リングの有無

4）圧力計を取付けます。
取付ねじで製品に圧力計を仮止めした後、右記の締付トルクで
締付けて固定します。

ドライバ（＋） 締付トルク：0.85±0.05N・m

5）圧力計カバーアセンブリを取付けます。
圧力計カバーアセンブリの矢印が右下になるようにして、2ヶ
所の爪と圧力計の2ヶ所の爪挿入孔を勘合し、圧力計カバーを
矢印と反対方向（右回転）に15°回転させて取付けます。

― ―

注）角形圧力計付（E）製品に適用となります。

5 角形埋込式圧力計

圧力計カバーアセンブリ

取付ねじ
（2本）

圧力計部

Oリング

圧力計カバーアセンブリ

角形埋込式圧力計

ボディカバー

製品
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AW20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 11

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20-D
AW30-D
AW40-D
AW60-D

分解 1）ブランキングプレートを取外します。
2本の取付ねじを外して、製品からブランキングプレートを取
外します。ボディカバー（AW30-D、AW40-D）も製品から外れ
ますので、紛失しないように注意してください。

ドライバ（＋） ―

組付 2）ブランキングプレートに“O”リングが取付いていることを確認
します。“O”リングが脱落していたり、製品側に残っている場
合は、“O”リングをブランキングプレートに装着し直してくだ
さい。

― “O”リングの有無

3）ブランキングプレートを取付けます。
ボディカバーの上から取付ねじで製品にブランキングプレート
を仮止めした後、右記の締付トルクで締付けて固定します。

ドライバ（＋） 締付トルク：0.6±0.05N・m

注）角形圧力計付（E）、またはデジタル圧力スイッチ付（E1〜E4）製品に適用となります。（逆流機能付製品は対象外）

6 ブランキングプレートアセンブリ

Oリング

取付けねじ
（2本）

ブランキング
プレート

ブランキングプレート
アセンブリ

ボディカバー
（AW30-D、AW40-D）

製品
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AW20（K）-D〜60（K）-D Series　交換要領 12

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20K-D
AW30K-D
AW40K-D
AW60K-D

分解 1）チェック弁カバーを取外します。
2本の取付ねじを外して、製品からチェック弁カバーを取外し
ます。ボディカバーも製品から外れますので、紛失しないよう
に注意してください。

ドライバ（＋） ―

2）チェック弁アセンブリを取外します。
フィルタレギュレータに残ったチェック弁アセンブリを手前に
引いて取外します。

― ―

組付 3）チェック弁アセンブリに“O”リングが取付いていることを確認
します。“O”リングが脱落していたり、フィルタレギュレータ
側に残っている場合は、“O”リングをチェック弁アセンブリに
装着し直してください。

― “O”リングの有無

4）チェック弁カバーを取付けます。
取付ねじでフィルタレギュレータにチェック弁カバーを仮止め
した後、右記の締付トルクで締付けて固定します。

ドライバ（＋） 締付トルク：0.6±0.05N・m

注）逆流機能付製品に適用となります。

7 チェック弁アセンブリ

ボディカバー
（AW30K-D、AW40K-D）

製品

取付けねじ
（2本）

Oリング
（2個）

チェック弁
アセンブリ

チェック弁カバー

チェック弁アセンブリ
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ブラケット付スペーサ

ブラケット付スペーサ

エアフィルタ

ルブリケータ

嵌合溝（凹部）

レギュレータ

パッキン

ナット

リテイナ

ボルト

スペーサ

嵌合山
（凸部）

1）F.R.L.コンビネーション

AC-A Series　分解図 1
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パッキン

ナット

リテイナ

ボルト

スペーサアセンブリ

パッキン

ナット

リテイナ

ボルト

スペーサアセンブリ

ブラケット

AC-A Series　分解図 2

2）ブラケット付スペーサ

3）スペーサ
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AC-A Series　交換要領

作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

分解 1）必要に応じ、製品に接続している配管類を取外します。 ― ―

2）ナット、リテイナを取外します。
ナットの六角穴を六角レンチを挿入し、左回転させてナットとリテイナ
を取外します。
この時、取外す製品が落ちないように手で保持してください。

六角レンチ
呼び：
AC10-A
AC20-B 3

AC25, 30-B 4
AC40（-06）-B 5
AC50, 55, 60-B 6

―

3）製品を取外します。 ― ―

組立 4）製品にスペーサを装着します。
製品の嵌合溝（凹部）にスペーサの嵌合山（凸部）を合わせて装着します。
この時、製品のINとOUTを間違えないようにしてください。

― ―

5）製品を手で保持した状態で、リテイナをスペーサのボルトにはめ込み、
ナットを右回転させて仮締めします。

― ―

6）ナットを締付けます。
ナットの六角穴に六角レンチを挿入し、右回転させてナットを締付けま
す。ナットの締付トルクは、右記の管理項目を参照してください。

六角レンチ
呼び：
AC10-A
AC20-B 3

AC25, 30-B 4
AC40（-06）-B 5
AC50, 55, 60-B 6

締付トルク：
AC10-A
AC20-B 0.6±0.05N・m

AC25, 30-B 1.5±0.05N・m
AC40（-06）-B
AC50, 55, 60-B 3.0±0.1N・m

警告
・交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
・交換作業前には、必ずレギュレータ、フィルタレギュレータのハンドルを左に回して、設定ゼロの位置にしてください。
・交換作業は、「分解図」を参照して行ってください。
・交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと、外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

1 エアコンビネーション

【モジュラ結合（組立）方法】

【モジュラ結合（組立）における注意事項】

※各製品については、各々の取扱説明書を参照ください。

装着

装着

締付 ブラケットの背面が
そろっていること 各機器が同一直線上

にあり、機器の配置
にズレがないこと

ゆがみ等なきこと
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AF10-A～60-A　分解図 1

1）AF10-A分解図 2）AF20-A分解図 3）AF30-A/40-A分解図

ボディ

デフレクタ“O”リング

デフレクタ

エレメント

バッフル

ケースパッキン

ケースアセンブリ

ボディ

デフレクタ
“O”リング

デフレクタ

エレメント

バッフル

ケースパッキン

ケースアセンブリ

爪（6ヶ所）

ロックボタン

合せマーク

ボディ

エレメント

バッフル

ケースパッキン

ケースアセンブリ

引掛けスパナ合せ部

引掛けスパナ合せ部
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AF50-A/60-A　分解図 2

ボディ

エレメント

バッフル

ケースパッキン

ケースアセンブリ

爪（6ヶ所）

ハウジング

（合せマーク）

（合せマーク）

ロックボタン
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ミストセパレータ

ブラケット

ブラケットアセンブリ

取付ねじ（2本）

AF20-A～60-A　ブラケットアセンブリ分解図 3
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AF10-A～60-A　エレメント交換要領 1

適用機種 AF10-A
作業区分 分解

作
業
手
順

1）製品からケースアセンブリを下図の向きに回転させて取外して
ください。 堅い場合には、最初だけ引掛けスパナを使用して緩
めた後、手で取外してください。
（引掛けスパナ 呼び：25/28）

2）手でバッフルを下図の向きに回転させて、エレメントを取外し
てください。

ケースアセンブリ

エレメント

バッフル

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業は、「分解図」を参照して行ってください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと、外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

1 ケースアセンブリ、エレメント

614

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

交
換
要
領

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ



AF10-A～60-A　エレメント交換要領 2

適用機種 AF10-A
作業区分 組付

作
業
手
順

1）エレメントをエレメントガイドに挿入します（方向性なし）。 2）手でバッフルを図の向きに回転させエレメントを締付けて取付
けます。バッフルには取付方向性がありますので、分解図を参
照してください。手締めによるトルクは、下記の参考締付トル
ク程度としてください。

3）ケースアセンブリを下図の向きに回転させ 締付けながら、ボディに装着してください。
手締めによるトルクは、下記の参考締付トルク程度としてください。

バッフル
 

エレメント
 

エレメントガイド  

参考締付トルク：0.35±0.05N・m 

エレメントガイド  

参考締付トルク：1.5 N・m

製品
 

締付け 

ケースアセンブリ  

ボディ 
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AF10-A～60-A　エレメント交換要領 3

適用機種 AF20-A
作業区分 分解

作
業
手
順

1）製品からケースアセンブリを左回
転させて取外してください。
堅い場合には、最初だけSMC専用
スパナを使用して緩めた後、手で
取外してください。
（SMC専用スパナ品番：1129129（推奨））

2）デフレクタのスナップフィット(2ヶ所)以外の外周
をつまんで上に引張って、エレメントアセンブリを
取外してください。

3）バッフルを矢印の向きに回転させ
てエレメントを取外してくださ
い。

ケースアセンブリ

エレメントアセンブリ

エレメント

バッフル

スナップフィット
（2ヶ所）

上に引張る
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AF10-A～60-A　エレメント交換要領 4

適用機種 AF20-A
作業区分 組付

作
業
手
順

1）エレメントをデフレクタに装着し、
バッフルを図の方向に回しながら
固定してください。

2）エレメントアセンブリをケースアセンブリに装着する際は、デフレクタのスナップフィット
（2ヶ所）をケースアセンブリに確実に（パチッと音がするまで）装着してください。

3）ケースアセンブリを右回転させ締付けながら、製品に装着してください。
手締めによるトルクは、下記の参考締付トルク程度としてください。

バッフル

エレメント

デフレクタ エレメントアセンブリ スナップフィット（2ヶ所）
デフレクタ

溝に装着する

ケースアセンブリ

90度回転

参考締付トルク：2.2N・m

製品

締付け

ケースアセンブリ
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AF10-A～60-A　エレメント交換要領 5

適用機種 AF30-A/40-A
作業区分 分解

作
業
手
順

1）製品からケースアセンブリを取外
してください。

2）エレメントアセンブリを左右どちらかに90度回転さ
せてエレメントアセンブリを取外してください。

3）バッフルを矢印の向きに回転させ
てエレメントを取外してください。

注）⇔が刻印された側の円孤面を保持してエレメントアセンブリを回転させてください。

ケースアセンブリ

エレメントアセンブリ

バッフル

エレメント

注） 

⇔の刻印

保持

保持

90度回転 【手順2】 

取外し

【手順1】 
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AF10-A～60-A　エレメント交換要領 6

適用機種 AF30-A/40-A
作業区分 組付

作
業
手
順

1）エレメントをデフレクタに装着し、
バッフルを図の方向に回しながら
固定してください。

2）エレメントアセンブリをケースアセンブリに装着後、エレメントアセンブリを左右どちらか
に90度回転させて、エレメントアセンブリの凸部とケースアセンブリの凹部を勘合させて
ください。

3）ケースアセンブリを製品に装着し、ロックボタンが製品の溝に対して図の位置になるまでケースアセンブリを回転させてください。

注）⇔が刻印された側の円孤面を保持してエレメントアセンブリを回転させてください。

エレメントアセンブリ

ケースアセンブリ

バッフル

エレメント

デフレクタ

90度回転

凸部

凹部

【手順1】 【手順2】

注)

⇔の刻印

保持

保持

挿入

90度回転

ケースアセンブリ

製品

注意

加圧前には、ロックボタンが
製品の溝にロックされて
いることを確認してください。

製品（ボディ）の溝

ロックボタン

30度回転
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AF10-A～60-A　エレメント交換要領 7

適用機種 AF50-A/60-A
作業区分 分解

作
業
手
順

1）製品からケースアセンブリを取外してください。 2）バッフルを手で矢印の向きに回転させてエレメントを取外して
ください。

ケースアセンブリ

バッフル

エレメント
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AF10-A～60-A　エレメント交換要領 8

適用機種 AF50-A/60-A
作業区分 組付

作
業
手
順

1）デフレクタの凹部にエレメントを挿入し装着してください。
取付け向き(凸部にエレメントが入る方向)に注意してバッフルをエレメントに挿入してください。
バッフルをエレメントに軽く接合するまで、右回転させます。その後、さらに右に約1/2回転締付けます。
手締めによるトルクは、下記の参考締付トルク程度としてください。

2）ケースアセンブリを製品に装着し、ロックボタンがハウジングの溝に対して図の位置になるまでケースアセンブリを回転させてくだ
さい。

エレメント

デフレクタ

バッフル

凹部

凸部

参考締付トルク：1.8N・m

ロックボタン

30度回転

ケースアセンブリ

注意

加圧前には、ロックボタンが
製品の溝にロックされて
いることを確認してください。

ハウジングの溝

製品
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AFM20-A～40-A　分解図 1

1）AFM20-A分解図 2）AFM30-A/40-A分解図

ケースアセンブリ

ケースパッキン

エレメントアセンブリ

テンションボルト

ボディ

ケースアセンブリ

ケースパッキン

エレメントアセンブリ

テンションボルト

ボディ

爪（6ヶ所）

ロックボタン

合せマーク

引掛けスパナ合せ部
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AFM20-A～40-A　ブラケットアセンブリ分解図 2

ミストセパレータ

ブラケット

ブラケットアセンブリ

取付ねじ（2本）
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AFD20-A～40-A　分解図 1

1）AFD20-A分解図 2）AFD30-A/40-A分解図

ケースアセンブリ

ケースパッキン

エレメントアセンブリ

テンションボルト

ボディ

ケースアセンブリ

ケースパッキン

エレメントアセンブリ

テンションボルト

ボディ

爪（6ヶ所）

ロックボタン

合せマーク

引掛けスパナ合せ部
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AFD20-A～40-A　ブラケットアセンブリ分解図 2

マイクロミストセパレータ

ブラケット

ブラケットアセンブリ

取付ねじ（2本）
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適用機種 AFD20-A
作業区分 分解

作
業
手
順

1）製品からケースアセンブリを左回転させて
取外してください。堅い場合には、最初だ
け引掛けスパナを使用して緩めた後、手で
取外してください。
（引掛けスパナ 呼び：34/38）

2）エレメントアセンブリのスパナ掛け部にスパナを掛けて、左回転させてエレメント
アセンブリを取外します。（スパナ 呼び：7）

ケースアセンブリ

エレメントアセンブリ

スパナ掛け部

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業は、「分解図」を参照して行ってください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと、外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

1 ケースアセンブリ、エレメントアセンブリ

AFD20-A〜40-A　エレメント交換要領 1
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適用機種 AFD20-A
作業区分 組付

作
業
手
順

1） エレメントアセンブリのスパナ掛け部にスパナを掛けて、右回転させてエレメントアセンブリを取付けます。
この時の締付トルクは、下記の管理項目を参照してください。（スパナ 呼び：7）

2）ケースアセンブリを右回転させ締付けながら、製品に装着してください。
手締めによるトルクは、下記の参考締付トルク程度としてください。

締付トルク：0.49±0.05N・m

エレメントアセンブリ

スパナ掛け部

締付け

参考締付トルク：2.2N・m
ケースアセンブリ

製品

締付け 

AFD20-A〜40-A　エレメント交換要領 2
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適用機種 AFD30,40-A
作業区分 分解

作
業
手
順

1）製品からケースアセンブリを取外してくだ
さい。

2）エレメントアセンブリの丸ペンチ掛け部に丸ペンチを掛けて、左回転させてエレメ
ントアセンブリを取外します。

ケースアセンブリ

エレメントアセンブリ

スパナ掛け部

AFD20-A〜40-A　エレメント交換要領 3
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適用機種 AFD30,40-A
作業区分 組付

作
業
手
順

1） エレメントアセンブリの丸ペンチ掛け部に丸ペンチを掛けて、右回転させてエレメントアセンブリを取付けます。
この時の締付トルクは、下記の管理項目を参照してください。

2）ケースアセンブリを製品に装着し、ロックボタンが製品の溝に対して図の位置になるまでケースアセンブリを回転させてください。

締付トルク：
AFD30-A：1.47±0.2N・m
AFD40-A：1.96±0.2N・mエレメントアセンブリ

スパナ掛け部

締付け

ケースアセンブリ

製品

加圧前には、ロックボタンが
製品の溝にロックされて
いることを確認してください

製品（ボディ）の溝

ロックボタン

注意

30度回転

AFD20-A〜40-A　エレメント交換要領 4
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AR10-A　分解図 1

［バルブ側分解図］

バルブアセンブリ

バルブスプリング

バルブガイド

（凸部）

（六角穴）

（二面幅）

圧力計

プラグ
OU
T

ボディ

チャンバ

ピストンアセンブリ

調圧スプリング

調圧スクリュアセンブリ

Oリング

Oリング

ボンネット

IN

プラグ

（凹部）

（凸部）

（二面幅）

［ピストン側分解図］
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AR20-A/25-A/30-A/40-A　分解図 2

［バルブ側分解図］［ダイヤフラム側分解図］

レギュレータ

ステムアセンブリ

バルブアセンブリ

バルブスプリング

バルブガイドアセンブリ

カバー

キャップ

キャップ
ボディの
向き

圧力計

プラグ

OU
T

ボディ

ダイヤフラムアセンブリ

調圧スプリング

調圧スクリュアセンブリ

ボンネット

取付ねじ（4本）

IN

プラグ

（凸部）
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3

レギュレータ

（ローレット面）

ブラケット

（ローレット面）

セットナット

ブラケットアセンブリ

（回り止め）

AR10-A/20-A/25-A/30-A/40-A　
ブラケットアセンブリ・
パネルマウント分解図
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AR10-A～40-A Series　交換要領 1

適用機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR10-A

分解 1）ボンネットを取外します。
ボンネットの二面幅部にスパナをかけて、ボンネットを左回転さ
せてボンネットアセンブリを取外します。

スパナ
呼び：16

2）ボンネットからピストンアセンブリを取外します。
ハンドル側を下にしてピストンアセンブリを引き抜きます。作業
はハンドル側を下にして行わないと、調圧スクリュアセンブリや
調圧スプリングが脱落します。

―

組立 3）ボンネットにピストンアセンブリを装着します。
ピストンアセンブリの凸のある面が、ボディ側になるようにピス
トンアセンブリをボンネットに挿入します。
調圧スクリュアセンブリや調圧スプリングがボンネットに装着さ
れていない場合には、これらを装着後、ピストンアセンブリの装
着を行ってください。

―

4）ボディにチャンバが装着されていることを確認します。
分解時にチャンバが取外された場合は、チャンバの向きを確認し
てボディに装着してください。チャンバの向きは、凸面がボンネ
ット側になるようにしてください。

― チャンバの有無と装着方向

5）ボンネットアセンブリをボディに装着します。
ボンネットアセンブリの二面幅部にスパナをかけて、ボディに右
回転させてねじ込み、固定します。この時の締付トルクは、右記
の管理項目を参照ください。

スパナ
呼び：16

締付トルク：1.8±0.3N・m

AR20-A
AR25-A
AR30-A
AR40-A

分解 1）ボンネットの取外し
4本のねじを外してボンネットを取外します。
ボンネット内の部品を紛失しないよう注意してください。
＜ボンネット内の部品＞
・調圧スクリュアセンブリ
・調圧スプリング
・ダイヤフラムアセンブリ

ドライバ
（＋）

組付 2）分解した部品をボディにセットします。
組付けは、分解図（P.631）を確認しながら行ってください。

―

・ ダイヤフラムアセンブリの 
向き

・ 調圧スクリュアセンブリの 
向き

3）ボンネット組付け
ボンネットの凸部をIN側にしてボディに装着し、取付ねじをドラ
イバで仮締めした後、4本のねじを対角で均等に右記の締付トル
クで締付けて固定します。

ドライバ
（＋）

締付トルク：
AR20-A

0.62±0.3N・m
AR25-A
AR30-A 3.5±0.3N・m
AR40-A 2.6±0.3N・m

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左に回して、設定ゼロの位置にしてください。
交換作業は、「分解図」を参照して行ってください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

1 ダイヤフラムアセンブリ（ピストンアセンブリ）
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2AR10-A～40-A Series　交換要領

適用機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR10-A

分解 1）バルブガイドを取外します。
バルブガイドの六角穴に六角棒スパナを挿入し、左回転させてバ
ルブガイドを取外します。

六角棒スパナ
呼び：6

―

2）バルブスプリングを取外します。 ― ―

3）バルブを取外します。 ― ―

組立 4）バルブを装着します。
バルブの凸面がバルブガイド側になるようにセットします。

―
バルブ凸面がバルブ
ガイド側（上側）

5）バルブスプリングを装着します。
バルブの凸面にバルブスプリング内周が入るように挿入します。

― ―

6）“O”リングの装着を確認します。
ボディにバルブガイドシール用の“O”リングが装着されているこ
とを確認してください。装着されていない場合には、装着してく
ださい。

― “O”リング装着の有無

7）バルブガイドを取付けます。
バルブガイドの六角穴に六角棒スパナを挿入し、右回転させて締
付けて固定します。この時の締付トルクは、右記の管理項目を参
照してください。

六角棒スパナ
呼び：6

締付トルク：0.75±0.15N・m

AR20-A
AR25-A
AR30-A
AR40-A

分解 1）キャップを取外します。
ボディとキャップの隙間に時計ドライバ（－）を差込んで上方向に
持ち上げれば、外すことができます。

時計ドライバ
（－）

―

2）カバーを取外します。
カバーの小穴2ヶ所に丸ペンチを差込み、左右のどちらかに45°
回転させ、持ち上げれば取外すことができます。

丸ペンチ
呼び：125

―

3）バルブガイドアセンブリを取外します。
外周部を時計ドライバなどで持ち上げて取外してください。

時計ドライバ
（－）

―

4）バルブスプリンングを取外します。 ― ―

5）バルブアセンブリを取外します。 ― ―

組付 6）分解した部品をボディにセットします。
組付けは、分解図を確認しながら行ってください。

―
・バルブの向き　
・キャップの向き

2 バルブガイドアセンブリ、バルブ
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1

注）ブランキングプレートアセンブリを取外して、角形埋込式圧力計、圧力計アダプタアセンブリ、
プラグアセンブリの取付けが可能です。

（爪：2ヶ所）

（爪挿入孔：2ヶ所）

角形埋込式圧力計

角形埋込式圧力計カバー

（矢印）

取付ねじ（2本）

角形圧力計本体Oリング

プラグ

圧力計アダプタアセンブリ
圧力計アダプタ
取付ねじ（2本）

Oリング

キャップ（凹合せ）

（爪：4ヶ所）

カバー

バルブガイド

Oリング

Oリング

パッキン押え

バルブガイドアセンブリ

バルブスプリング

バルブ
（凸部）

ステムアセンブリ

（小穴）

（凸部）

（ねじ部）

丸形圧力計
（二面［四面］幅）

取付ねじ（2本）
圧力計アダプタ

Oリング

圧力計アダプタアセンブリ

OU
T

ボディ

ダイヤフラム
アセンブリ

調圧スプリング

調圧スクリュ
アセンブリ

ボンネット

取付ねじ（4本）

IN

Oリング

取付ねじ（2本）

ブランキングプレート
アセンブリ

（凸部）

プラグアセンブリ

AR20-B～60-B　分解図
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AR20-B～60-B　ブラケットアセンブリ・パネルマウント分解図 2

IN

OU
T

製品

ブラケット
アセンブリ

ブラケット

取付ねじ（2本）

AR50-B/60-B
ブラケットアセンブリ

IN

OU
T

製品

（凸合せ）

（ローレット面）

（凹合せ）

ブラケット

（ローレット面）

セットナット

ブラケットアセンブリ

AR20-B/25-B/30-B/40-B
ブラケットアセンブリ
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1AR20K-B～60K-B　分解図

注）チェック弁アセンブリは取外して、角形埋込式圧力計、圧力計アダプタアセンブリ、
プラグアセンブリと交換することで、流れ方向の変更が可能です。

（爪：2ヶ所）
（爪挿入孔：2ヶ所）

角形埋込式圧力計

圧力計カバー

（矢印）

取付ねじ（2本）

角形圧力計本体Oリング

プラグ

プラグアセンブリ

圧力計アダプタアセンブリ
圧力計アダプタ
取付ねじ（2本）

Oリング

キャップ（凹合せ）

（爪：4ヶ所）

カバー

バルブガイド

Oリング

Oリング

パッキン押え
バルブガイドアセンブリ

バルブスプリング

バルブ
（凸部）

ステムアセンブリ

（小穴）

（凹部）
AR30K-B
AR40K-B
AR50K-B
AR60K-B

（ねじ部）

圧力計（二面幅［四面］幅）
取付ねじ（2本）

圧力計アダプタ

Oリング

圧力計アダプタアセンブリ

OU
T

ボディ

ダイヤフラム
アセンブリ

調圧スプリング

調圧スクリュ
アセンブリ

ボンネット

取付ねじ（4本）

チェック弁プラグアセンブリ

IN
チェック弁本体アセンブリ

Oリング

チェック弁カバー

取付ねじ（2本）

チェック弁アセンブリ
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2AR20K-B～60K-B　ブラケットアセンブリ・パネルマウント分解図

ブラケット
アセンブリ

ブラケット

取付ねじ（2本）

AR50K-B/60K-B
ブラケットアセンブリ

（ローレット面）

ブラケット

（ローレット面）

セットナット

ブラケットアセンブリ

（凸合せ）

製品
IN

OU
T

製品

IN

OU
T

（凹合せ）

AR20K-B/25K-B/30K-B/40K-B
ブラケットアセンブリ
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AR20（K）-B～60（K）-B Series　交換要領 1

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20（K）-B
AR25（K）-B
AR30（K）-B
AR40（K）-B
AR50（K）-B
AR60（K）-B

分解 1）ボンネットを取外します。
ドライバー（＋）にて4本の取付ねじを左回転させて、ボディから
ボンネットを取外します。

ドライバー（＋） ―

2）調圧スクリュアセンブリ、調圧スプリング、ダイヤフラムアセン
ブリの順で取外します。
ハンドル側を下向きで作業しますと、ダイヤフラムアセンブリは
ボンネット側に取付いていることがあります。

― ―

組付 3）ボディにダイヤフラムアセンブリ、調圧スプリング、調圧スクリ
ュアセンブリの順で装着します。

―
ダイヤフラムアセンブリの向き
調圧スクリュアセンブリの向き

4）ボンネットをボディに装着します。
ボンネットの凸部分をIN側にしてボディに装着し、ドライバー
（＋）で4本の取付ねじを仮締めした後、4本のねじを対角で均等
に右記の締付トルクで締付けて固定します。

ドライバー（＋）

締付トルク：
AR20（K）-B 2.35±0.3N・m
AR25（K）-B 2.35±0.3N・m
AR30（K）-B 2.35±0.3N・m
AR40（K）-B 3.5±0.3N・m
AR50（K）-B 3.5±0.3N・m
AR60（K）-B 3.5±0.3N・m

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20（K）-B
AR25（K）-B
AR30（K）-B
AR40（K）-B
AR50（K）-B
AR60（K）-B

分解 1）キャップを取外します。
ボディとキャップの隙間に時計ドライバー（－）を差込んで上方向
に持ち上げれば、外すことができます。

時計ドライバー
（－）

―

2）カバーを取外します。
カバーの小穴2ヶ所に丸ペンチを差込み、左右のどちらかに45°
回転させ、持ち上げれば取外すことができます。

丸ペンチ
呼び寸法：125

―

3）バルブガイドアセンブリを取外します。
ラジオペンチなどで、バルブガイドを挟んで、持ち上げれば、取
外すことができます。

ラジオペンチ ―

4）バルブスプリングを取外します。 ― ―

5）バルブを取外します。 ― ―

組付 6）バルブを装着します。
ステムの凸部とバルブのセンター穴が合うように位置決めしてく
ださい。

―
ステムとバルブの位置決め

（センター合せ）

7）バルブスプリングを装着します。
バルブの穴部にバルブスプリングが入るように挿入します。

― ―

8）バルブガイドアセンブリとカバーのアセンブリをボディに装着し
ます。
ボディの切り欠き部とカバーの爪部が合うようにしてバルブガイ
ドとカバーのアセンブリを押し込み、カバーの小穴2ヶ所に丸ベ
ンチを差込んで、左右のどちらかに45°回転させて固定します。

丸ペンチ
呼び寸法：125

―

9）キャップを装着します。
ボディの凸合わせとキャップの凹合わせが合うようにしてキャッ
プを押し込み固定します。
この時、ボディ端面とキャップがほぼ面一に組付けられているこ
とを確認してください。

―

ボディとキャップの
合せマーク位置
ボディ端面とキャップが
ほぼ面一のこと

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左に回して、設定ゼロの位置にしてください。
交換作業は、「分解図」を参照して行ってください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

1 ダイヤフラムアセンブリ

2 バルブガイドアセンブリ、バルブ
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AR20（K）-B～60（K）-B Series　交換要領 2

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20（K）-B
AR25（K）-B
AR30（K）-B
AR40（K）-B

組立 1）ブラケット（パネル）に製品を装着します。
ブラケット（パネル）の凹合せとボンネットの凸合せとを合せて製
品をブラケット（パネル）に装着します。

― ―

2）セットナットにてブラケット（パネル）に製品を固定します。
セットナットを引掛スパナで右回転させ締付けて製品をブラケッ
ト（パネル）に固定します。
締付トルクは、右記の管理項目を参照ください。
ブラケット取付けの場合には、セットナットのローレット面がブ
ラケットのローレット面と合うようにしてください。
ブラケット取付けの場合には、一般使用において、セットナット
を手で強く締付けても使用できます。

引掛スパナ
呼び：
AR20（K）-B 34/38
AR25（K）-B 40/42
AR30（K）-B 52/55
AR40（K）-B 52/55

締付トルク：
AR20（K）-B 2.0±0.2N・m
AR25（K）-B 2.5±0.2N・m
AR30（K）-B 3.5±0.3N・m
AR40（K）-B 4.0±0.4N・m

AR50（K）-B
AR60（K）-B

組立
（ブラケット
アセンブリ）

1）ブラケットを製品に装着します。
六角棒スパナで、2本の取付ねじを締付けて固定します。

六角棒スパナ
呼び：5

参考締付トルク：2.6N・m

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20（K）-B
AR25（K）-B
AR30（K）-B
AR40（K）-B
AR50（K）-B
AR60（K）-B

分解 1）圧力計カバーを取外します。
圧力計カバーを矢印方向（左回転）に15°回転させて圧力計カバー
を引張って取外します。

― ―

2）圧力計を取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品から圧
力計と2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

組立 3）圧力計に“O”リングが取付いていることを確認します。
“O”リングが脱落していれば、“O”リングを圧力計に装着してくだ
さい。

― “O”リング装着の有無

4）圧力計を取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、製品に圧力
計を仮締めした後、右記の締付トルクで締付けて固定します。

ドライバー（＋） 締付トルク：0.6±0.05N・m

5）圧力計カバーを取付けます。
圧力計カバーの矢印が右上になるようにして、2ヶ所の爪と圧力
計の2ヶ所の爪挿入孔を合せて挿入し、圧力計カバーを矢印と反
対方向（右回転）に15°回転させて圧力計カバーを取付けます。

― ―

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20（K）-B
AR25（K）-B
AR30（K）-B
AR40（K）-B
AR50（K）-B
AR60（K）-B

分解 1）圧力計を取外します。
圧力計の取付用二面幅にスパナを掛けて左回転させて丸形圧力計
を取外します。

スパナ
呼び：
AR20（K）-B

14

AR25（K）-B
AR30（K）-B
AR40（K）-B
AR50（K）-B
AR60（K）-B

―

組立 2）圧力計のねじ部にシールテープを巻きます。
シールテープは、圧力計の先端からのねじ山を1.5〜2山残して
巻いてください。

―
シールテープは、ねじ山を1.5
〜2山残して巻かれていること。

3）圧力計を取付けます。
圧力計の取付用二面幅にスパナを掛けて右回転させて丸形圧力計
を取付けます。
圧力計の締付トルクは、右記管理項目の値を参照ください。

スパナ
呼び：
AR20（K）-B

14

AR25（K）-B
AR30（K）-B
AR40（K）-B
AR50（K）-B
AR60（K）-B

締付トルク：
AR20（K）-B

7〜9N・m

AR25（K）-B
AR30（K）-B
AR40（K）-B
AR50（K）-B
AR60（K）-B

3 ブラケットアセンブリ／パネルマウント

4 角形埋込式圧力計

5 圧力計（丸形）
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3AR20（K）-B～60（K）-B Series　交換要領

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20（K）-B
AR25（K）-B
AR30（K）-B
AR40（K）-B
AR50（K）-B
AR60（K）-B

分解 1）プラグを取外します。
六角穴に六角棒スパナを挿入し、左回転させて取外します。

六角棒スパナ
呼び：
AR20（K）-B

4

AR25（K）-B
AR30（K）-B
AR40（K）-B
AR50（K）-B
AR60（K）-B

―

2）圧力計アダプタを取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品から圧
力計アダプタと2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

組立 3）圧力計アダプタに“O”リングが取付いていることを確認します。
取付いていない場合は取付けてください。

― ―

4）圧力計アダプタを取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、製品から圧
力計アダプタと2本のねじを取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照ください。

ドライバー（＋）
（トルクドライバー）

締付トルク：0.6±0.05N・m

5）プラグを取付けます。
六角穴に六角棒スパナを挿入し、右回転させて取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照ください。

六角棒スパナ
呼び：
AR20（K）-B

4

AR25（K）-B
AR30（K）-B
AR40（K）-B
AR50（K）-B
AR60（K）-B

締付トルク：
AR20（K）-B

0.6±〜0.05N・m

AR25（K）-B
AR30（K）-B
AR40（K）-B
AR50（K）-B
AR60（K）-B

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20-B
AR25-B
AR30-B
AR40-B
AR50-B
AR60-B

分解 1）ブランキングプレートを取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品からブ
ランキングプレートと2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

組付 2）ブランキングプレートに“O”リングが取付いていることを確認し
ます。取付いていない場合は取付けてください。

― ―

3）ブランキングプレートを取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、製品からブ
ランキングプレートと2本のねじを取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照ください。

ドライバー（＋）
（トルクドライバー）

締付トルク：
0.6±0.05N・m

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AR20K-B
AR25K-B
AR30K-B
AR40K-B
AR50K-B
AR60K-B

分解 1）チェック弁カバーを取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品からチ
ェック弁カバーと2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

2）チェック弁本体アセンブリをボディから取外します。
チェック弁本体アセンブリを手で引張れば取外すことができま
す。この時、“O”リング（2個）が脱落せずにボディ側に取付いてい
ることを確認してください。

― ―

組立 1）ボディ側に“O”リング（2個）が取付いていることを確認します。
取付いていない場合は取付けてください。

― ―

2）ボディの“O”リング挿入孔（2ヶ所）にチェック弁本体アセンブリ
の凸部を挿入します。

―
チェック弁本体アセンブルの

向き

3）チェック弁カバーを取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、チェック弁
カバーと2本のねじを取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照してください。

ドライバー（＋）
（トルクドライバー）

締付トルク：0.6±0.05N・m

6 圧力計アダプタ、プラグ

7 ブランキングプレートアセンブリ

8 チェック弁アセンブリ
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AL10-A/20-A　分解図 1

引掛けスパナ合せ部

ケースアセンブリ

ケースパッキン

丸ペンチ引掛け部

ダンパ押えアセンブリ

“O”リング

ダンパ

ホルダアセンブリ

ゼロ点合せマーク

鋼球

ゼロ点合せマーク

滴下窓アセンブリ、油量調整弁

スペーサ

ボディ

給油プラグアセンブリ

2）AL20-A分解図

引掛けスパナ合せ部

ケースアセンブリ

ケースパッキン

ボディ

滴下窓アセンブリ

1）AL10-A分解図
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AL30-A/40-A　分解図 2

合せマーク

ロックボタン

爪（6ヶ所）

ケースアセンブリ

ケースパッキン

十字穴付なべ小ねじ（4本）

ダンパ押えアセンブリ

オイル通路凸

ダンパ

“O”リング

オイル通路穴

ホルダアセンブリ

ゼロ点合せマーク

ゼロ点合せマーク

滴下窓アセンブリ、油量調整弁

スペーサ

ケースアセンブリ合せマーク

ボディ

給油プラグアセンブリ

3）AL30-A/40-A分解図
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AL50-A/60-A　分解図 3

合せマーク

ロックボタン

爪（6ヶ所）

ケースアセンブリ

ケースパッキン

六角穴付ボルト（4本）

ケースアセンブリ合せマーク

ハウジング

“O”リング

十字穴付なべ小ねじ（4本）

ダンパ押えアセンブリ

オイル通路凸

“O”リング

ダンパ

ホルダアセンブリ

ゼロ点合せマーク

ゼロ点合せマーク

滴下窓アセンブリ、
　油量調整弁

スペーサ

ボディ

給油プラグアセンブリ

“O”リング

オイル通路穴

4）AL50-A/60-A分解図
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AL20-A～60-A　ブラケットアセンブリ分解図 4

ルブリケータ

ブラケット

ブラケットアセンブリ

取付ねじ（2本）
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AL10-A～60-A Series　交換要領 1

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL10-A

分解 1）ケースアセンブリを取外します。
手でケースアセンブリを握って左回転させて取外します。堅い場
合には、最初だけ引掛けスパナを使用して緩めた後、手で取外し
てください。

（引掛スパナ
呼び：25/28）

―

2）滴下窓アセンブリを取外します。
滴下窓アセンブリの六角部にスパナを当てて左回転させて滴下窓
アセンブリを取外します。

スパナ
呼び：14

―

組立 3）ケースアセンブリを取付けます。
手でケースアセンブリを握って右回転させて締付けます。ケース
に傷付けますので工具などは使用しないでください。手締めによ
るトルクは、右記の管理項目参考締付トルク程度です。

― 参考締付トルク：1.5N・m

4）滴下窓アセンブリを取付けます。
滴下窓アセンブリの六角部にスパナを当てて右回転させて滴下窓
アセンブリを締付けて固定します。この時の締付トルクは、右記
の管理項目を参照してください。

スパナ
呼び：14

（トルクレンチ）
締付トルク：0.8±0.2N・m

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL20-A

分解 1）ケースアセンブリを取外します。
手でケースアセンブリを握って左回転させて取外します。堅い場
合には、最初だけスパナを使用して緩めた後、手で取外してくだ
さい。

SMC専用スパナ
（推奨）

品番：1129129
―

2）油量調整弁（滴下外窓）を全閉にします。
油量調整弁を手動にて右回転させ軽く止まるまで締込み、全閉の
状態にします。

― ―

3）ダンパ押えアセンブリを取外します。
ダンパ押えアセンブリに丸ペンチを引掛け左回転させてダンパ押
えアセンブリを取外します。

丸ペンチ
呼び寸法：

125または150
―

4）“O”リング、ダンパ、ホルダアセンブリ、鋼球、滴下窓アセンブリ、
スペーサを取外します。
滴下窓アセンブリをボディ方向に手で押せば、取外すことができ
ます。ホルダアセンブリと滴下窓アセンブリの分離は、手で引き
離せばできますが、この間に鋼球がありますので、紛失しないよ
うにご注意ください。ダンパの分離は、ピンセットなどを使用し
て引き抜いてください。

ピンセット ―

組付 5）滴下窓アセンブリにスペーサを挿入します。 ― ―

6）滴下窓アセンブリと鋼球、ホルダアセンブリを組付けます。
ホルダアセンブリの導油孔に鋼球を挿入後、ホルダアセンブリの
ゼロ点合わせマークと滴下窓アセンブリのゼロ点合せマークを合
せて押し込みます。

―

ホルダアセンブリのゼロ点合せ
マークと滴下窓アセンブリのゼ
ロ点合せマークが合っているこ
と。

7）ホルダアセンブリにダンパを挿入します。
ダンパの位置決め穴とホルダアセンブリの位置決め凸が合うよう
にしてダンパを挿入します。

―
ダンパの位置決め穴とホルダア
センブリの位置決め凸が合って
いること。

8）ボディに上記5）～7）のアセンブリ（滴下窓アセンブリ＋スペーサ
＋鋼球＋ホルダアセンブリ＋ダンパ）を挿入します。
ボディのホルダ位置決め凹とホルダの位置決め凸が合うようにし
て5）～7）のアセンブリを挿入します。
（凹凸の幅が異なりますので方向に注意してください。）
正しく挿入されていますと、ホルダの端面とボディの端面がほぼ
面一になります。

―

ボディの位置決め凹とホルダの
位置決め凸が合っていて、ホル
ダの端面とボディの端面がほぼ
面一のこと。

9）ダンパ押えアセンブリを取付けます。
ダンパ押えアセンブリに丸ペンチを引掛け右回転させてダンパ押
えアセンブリを締付けます。この時の締付トルクは、右記の管理
項目を参照ください。

丸ペンチ
呼び寸法：

125または150
締付トルク：1.4±0.1N・m

₁₀）ケースアセンブリを取付けます。
手でケースアセンブリを握って右回転させて締付けます。
ケースを傷付けますので工具などは使用しないでください。手締
めによるトルクは、右記の管理項目の参考締付トルク程度です。

― 参考締付トルク：2.1N・m

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業は、「分解図」を参照して行ってください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと、外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

1 ケースアセンブリ、滴下窓アセンブリ

2 ケースアセンブリ、ダンパ押えアセンブリ、ダンパ、滴下窓アセンブリ
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AL10-A～60-A Series　交換要領 2

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL30-A
AL40-A

分解 1）ケースアセンブリを取外します。
ケースアセンブリのロックボタンを下に押し、左右のどちらかに
30°回転させて、ケースアセンブリを引張って取外します。

― ―

2）油量調整弁（滴下外窓）を全閉にします。
油量調整弁を手動にて右回転させ軽く止まるまで締込み、全閉の
状態にします。

― ―

3）ダンパ押えアセンブリを取外します。
4本の十字穴付なべ小ねじをドライバで左回転させて十字穴付な
べ小ねじとダンパ押えアセンブリを取外します。ダンパ押えアセ
ンブリとホルダアセンブリとの間に“O”リングがありますので、
紛失しないよう注意してください。

ドライバ（＋） ―

4）ダンパ、ホルダアセンブリ、滴下窓アセンブリ、スペーサを取外
します。
滴下窓アセンブリをボディ方向に手で押せば、取外すことができ
ます。ホルダアセンブリと滴下窓アセンブリの分離は、手で引き
離して行います。ダンパの分離は、ピンセットなどを使用して引
き抜いてください。

ピンセット ―

組付 5）滴下窓アセンブリにスペーサを挿入します。 ― ―

6）滴下窓アセンブリとホルダアセンブリを組付けます。
ホルダアセンブリのゼロ点合せマークと滴下窓アセンブリのゼロ
点合せマークを合せて押し込みます。

―

ホルダアセンブリのゼロ点合せ
マークと滴下窓アセンブリのゼ
ロ点合せマークが合っているこ
と。

7）ホルダアセンブリにダンパを挿入します。
ダンパの形状とホルダアセンブリの凸部の形状が合うようにダン
パを挿入します。

―
ダンパの形状とホルダアセンブ
リの凸部の形状が合っているこ
と。

8）ボディに上記5）～7）のアセンブリ（滴下窓アセンブリ＋スペーサ
＋ホルダアセンブリ＋ダンパ）を挿入します。
ボディのホルダ位置決め凹とホルダの位置決め凸が合うようにし
て5）～7）のアセンブリを挿入します。
正しく挿入されていますと、ホルダの端面とボディの端面がほぼ
面一になります。

―

ボディの位置決め凹とホルダの
位置決め凸が合っていて、ホル
ダの端面とボディの端面がほぼ
面一のこと。

9）ダンパ押えアセンブリを取付けます。
ダンパ押えアセンブリのオイル通路凸とホルダのオイル通路穴が
接合するように、ダンパ押えアセンブリをセットします。ダンパ
押えアセンブリをセット後、4本の十字穴付なべ小ねじをドライ
バにて右回転させて締付けます。この時の締付トルクは、右記の
管理項目を参照してください。また、締付は対角で均等に締付け
てください。

ドライバ（＋）
4本ねじの締付トルク
AL30-A：0.4±0.1N・m
AL40-A：0.7±0.2N・m

₁₀）ケースアセンブリを装着します。
ボディの合せマークとケースアセンブリの合せマークを合せてケ
ースアセンブリをボディに挿入し、左右どちらかに30°（ロック
ボタンがパチンと上がるまで）回転させて、ケースアセンブリを
装着します。この時、ロックボタンが上がってロックしているこ
とを確認してください。

―
ロックボタンが上がってロック
していること。

30度回転

ロックボタン

製品（ボディ）の溝

加圧前には、ロックボ
タンが製品の溝にロッ
クされていることを確
認してください。

ケースアセンブリ

注意
製品
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AL10-A～60-A Series　交換要領 3

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL50-A
AL60-A

分解 1）ハウジング（ケースアセンブリ含む）を取外します。
4本の六角穴付ボルトを六角レンチで左回転させて、六角ボルト、
ハウジング（ケースアセンブリ付）、“O”リングを取外します。

六角レンチ
呼び：5

―

2）油量調整弁（滴下外窓）を全閉にします。
油量調整弁を手動にて右回転させ軽く止まるまで締込み、全閉の
状態にします。

― ―

3）ダンパ台押えアセンブリを取外します。
4本の十字穴付なべ小ねじを（＋）ドライバーで左回転させて十字
穴付なべ小ねじとダンパ押えアセンブリを取外します。

（＋）ドライバー ―

4）“O”リング、ダンパアセンブリ、ホルダアセンブリ、滴下窓アセ
ンブリ、スペーサを取外します。
滴下窓アセンブリをボディ方向に手で押せば、取外すことができ
ます。ホルダアセンブリと滴下窓アセンブリの分離は、手で引き
離して行います。

― ―

組付 5）滴下窓アセンブリにスペーサを挿入します。 ― ―

6）滴下窓アセンブリとホルダアセンブリを組付けます。
ホルダアセンブリのゼロ点合せマークと滴下窓アセンブリのゼロ
点合せマークを合せて押し込みます。

―

ホルダアセンブリのゼロ点合せ
マークと滴下窓アセンブリのゼ
ロ点合せマークが合っているこ
と。

7）ホルダアセンブリにダンパアセンブリを挿入します。
ダンパアセンブリの位置決め穴とホルダアセンブリの位置決め凸
が合うようにしてダンパアセンブリを挿入します。

―
ダンパアセンブリの位置決め穴
とホルダアセンブリの位置決め
凸が合っていること。

8）ボディに上記5）～7）のアセンブリ（滴下窓アセンブリ＋スペーサ
＋ホルダアセンブリ＋ダンパアセンブリ）を挿入します。
ボディのホルダ位置決め凹とホルダの位置決め凸が合うようにし
て5）～7）のアセンブリを挿入します。
正しく挿入されていますと、ホルダの端面とボディの端面がほぼ
面一になります。

―

ボディの位置決め凹とホルダの
位置決め凸が合っていて、ホル
ダの端面とボディの端面がほぼ
面一のこと。

9）ホルダアセンブリに“O”リングを挿入します。 ― ―

10）ダンパ押えアセンブリを取付けます。
ダンパ押えアセンブリのオイル通路穴とホルダのオイル通路凸部
が接合するように、ダンパ押えアセンブリをセットします。ダン
パ押えアセンブリをセット後、4本の十字穴付なべ小ねじを（＋）
ドライバーにて右回転させて締付けます。この時の締付トルクは、
右記の管理項目を参照してください。また、締付は対角で均等に
締付けてください。

（＋）ドライバー
4本ねじの締付トルク
AL50-A：1.4±0.1N・m
AL60-A：1.4±0.1N・m

11）ボディに“O”リングを装着します。 ― ―

12）ハウジング（ケースアセンブリ含む）を取付けます。
ボディにハウジングをセット後、4本の六角穴付ボルトを六角レ
ンチで右回転させて六角ボルト、ハウジング（ケースアセンブリ
付）を取付けます。
ボディとハウジングは、外観形状を合せてセットしてください。
六角ボルトの締付トルクは、右記の管理項目を参照し締付は対角
で均等に締付けてください。

六角レンチ
呼び：5

4本ねじの締付トルク
AL50-A：4.5±1N・m
AL60-A：4.5±1N・m
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AL10-A～60-A Series　交換要領 4

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AL20-A
AL30-A
AL40-A
AL50-A
AL60-A

分解 1）給油プラグアセンブリを取外します。
給油プラグの上面の溝にドライバを差込んで左回転させて、ボデ
ィから給油プラグアセンブリを取外します。

ドライバ（－） ―

組立 2）給油プラグアセンブリを取付けます。
給油プラグの上面の溝にドライバを差込んで右回転させて、給油
プラグを締付けて固定します。この時の締付トルクは、右記の管
理項目を参照してください。

ドライバ（－）

締付トルク
AL20-A：0.3±0.05N・m
AL30-A：0.4±0.05N・m
AL40-A～60-A：0.55±0.05N・m

3 給油プラグアセンブリ
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AW10-A　分解図 1

ボンネット

調圧スクリュアセンブリ

調圧スプリング

ピストンアセンブリ

ボディ

圧力計

ケースアセンブリ

バッフル

エレメント

エレメントガイド
アセンブリ

バルブ

ハンドル

バルブスプリング

プラグ

プラグ

Ｏリング

（凸部）

（凸部）

チャンバ

（凸部）

(スパナ掛け部)

ドレンコック

（凸部）

ケースパッキン

引掛けスパナ合せ部
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AW20-A　分解図 2

エレメント

取付ねじ（4本）

ボンネット

調圧スクリュアセンブリ

調圧スプリング

ダイヤフラムアセンブリ

ボディ

（凸部）

圧力計

ケースアセンブリ

ケースパッキン

バッフル

バルブガイド

バルブスプリング

バルブアセンブリ

ハンドル デフレクタ

プラグ

プラグ

ステムアセンブリ

引掛けスパナ合せ部
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AW30-A/40-A　分解図 3

エレメント

ボンネット

調圧スクリュアセンブリ

調圧スプリング

ダイヤフラムアセンブリ

ボディ

（凸部）

ケースアセンブリ

ケースパッキン

バッフル

バルブガイド

バルブスプリング

バルブアセンブリ

ハンドル
デフレクタ

プラグ

圧力計

取付ねじ（4本）

プラグ

ステムアセンブリ

爪（6ヶ所）

ロックボタン

合せマーク
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AW10-A～40-A　ブラケットアセンブリ・パネルマウント分解図 4

セットナット

ブラケット

フィルタレギュレータ

（ローレット面）

（ローレット面）

ブラケットアセンブリ

（回り止め）

653



AW10-A～40-A Series　交換要領 1

適用機種 AW10-A
作業区分 分解

作
業
手
順

1）製品からケースアセンブリを 図の向きに回転させて取外してく
ださい。堅い場合には、最初だけ引掛けスパナを使用して緩め
た後、手で取外してください。
（引掛けスパナ 呼び：25/28）

2）バッフルを手で図の向きに回転（矢印の向き）させて、バッフル、
エレメントを取外してください。

ケースアセンブリ

エレメント

バッフル

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左に回して、設定ゼロの位置にしてください。
交換作業は、「分解図」を参照して行ってください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと、外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

1 ケースアセンブリ、エレメント
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AW10-A～40-A Series　交換要領 2

適用機種 AW10-A
作業区分 組付

作
業
手
順

1）エレメントをエレメントガイドに挿入します（方向性なし）。 2）手でバッフルを図の向きに回転させエレメントを締付けて取付
けます。バッフルには取付け方向性がありますので、分解図を
参照してください。手締めによるトルクは、下記の参考締付ト
ルク程度としてください。

3）ケースアセンブリを図の向きに回転させ 締付けながら、製品に装着してください。
手締めによるトルクは、下記の参考締付トルク程度としてください。

参考締付トルク：0.35±0.05N・m 

バッフル

エレメント

エレメントガイド

エレメントガイド

製品

締付け

ケースアセンブリ

参考締付トルク：1.5N・m
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AW10-A～40-A Series　交換要領 3

適用機種 AW20-A
作業区分 分解

作業手順

1）製品からケースアセンブリを図の向
きに回転させて取外してください。
堅い場合には、最初だけけスパナを
使用して緩めた後、手で取外してく
ださい。
（SMC専用スパナ品番：1129129（推奨））

2）デフレクタのスナップフィット(2ヶ所)以外の外周を
つまんで上に引張って、エレメントアセンブリを取
外してください。

3）バッフルを矢印の向きに回転さ
せてエレメントを取外してくだ
さい。

ケースアセンブリ

エレメントアセンブリ

上に引張る
エレメント

バッフル

スナップフィット
（2ヶ所）

ステムアセンブリは引張って抜かないようお願いいたします。
作動不良の原因となります。

注意

ステムアセンブリ
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AW10-A～40-A Series　交換要領 4

適用機種 AW20-A
作業区分 組付

作
業
手
順

1）エレメントをバルブガイドに装着し、
バッフルを図の方向に回しながら固
定してください。

2）エレメントアセンブリをケースアセンブリに装着する際は、デフレクタのスナップフィッ
ト（2ヶ所）をケースアセンブリに確実に（パチッと音がするまで）装着してください。

3）ケースアセンブリを右回転させ締付けながら、製品に装着してください。
手締めによるトルクは、下記の参考締付トルク程度としてください。

スナップフィット（2ヶ所） デフレクタ

溝に装着する

ケースアセンブリ

90度回転

バッフル

エレメント

バルブガイド エレメントアセンブリ

製品

ケースアセンブリ

参考締付トルク：2.1 N・m 

締付け
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AW10-A～40-A Series　交換要領 5

適用機種 AW30-A/40-A
作業区分 分解

作業手順

1）製品からケースアセンブリを取外
してください。

2）エレメントアセンブリを左右どちらかに90度回転さ
せてエレメントアセンブリを取外してください。

2）バッフルを矢印の向きに回転させ
てエレメントを取外してください。

注）⇔が刻印された側の円孤面を保持してエレメントアセンブリを回転させてください。

ケースアセンブリ

エレメントアセンブリ

バッフル

エレメント

注意

ステムアセンブリ

ステムアセンブリは引張って抜かないようお願いいたします。
作動不良の原因となります。

【手順1】

【手順2】

注）

⇔の刻印

保持

保持

90度回転

取外し
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AW10-A～40-A Series　交換要領 6

適用機種 AW30-A/40-A
作業区分 組付

作
業
手
順

1）エレメントをデフレクタに装着し、
バッフルを図の方向に回しながら
固定してください。

2）エレメントアセンブリをケースアセンブリに装着後、エレメントアセンブリを左右どちらかに
90度回転させて、エレメントアセンブリの凸部とケースアセンブリの凹部を勘合させてくだ
さい。

3）ケースアセンブリを製品に装着し、ロックボタンが製品の溝に対して図の位置になるまでケースアセンブリを回転させてください。

注）⇔が刻印された側の円孤面を保持してエレメントアセンブリを回転させてください。

凹部

ケースアセンブリ

バッフル

エレメント

デフレクタ

凸部

エレメントアセンブリ
【手順1】

【手順2】

注）

⇔の刻印

保持

保持

90度回転

挿入 90度回転

ケースアセンブリ

製品

加圧前には、ロックボタンが
製品の溝にロックされて
いることを確認してください。

注意

製品（ボディ）の溝

ロックボタン

30度回転
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AW10-A～40-A Series　交換要領 7

適用機種 AW10-A
作業区分 分解

作
業
手
順

1）製品からケースアセンブリ、エレメント
を取外してください。（※）

2）エレメントガイドを取外してください。
エレメントガイドのスパナ掛け部にスパ
ナを掛けて、図の向きに回転させてバル
ブガイドを取外します。

3）バルブスプリング、バルブを取外してく
ださい。

※）取外し方法については、ケースアセンブリ、エレメントの＜分解＞（AW10-A：P.654）を
ご確認ください。

ケースアセンブリ

バッフル

エレメント

バルブスプリング

バルブ
エレメントガイド

スパナ掛け部
スパナ呼び：6

2 バルブアセンブリ
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AW10-A～40-A Series　交換要領 8

適用機種 AW10-A
作業区分 組付

作
業
手
順

1）①バルブの凸面がエレメントガイド側になるよ
うにセットしてください。

②バルブの凸部にバルブスプリング内周が入る
ようにセットしてください。

2）エレメントガイドを取付けてください。

エレメントガイドのスパナ掛け部にスパナを掛けて、図の向きに回転させてエ
レメントガイドを取付けます。この時の締付トルクは、下記の締付トルクを参
照ください。

バルブ凸面バルブ

バルブスプリング

スパナ掛け部

バルブ

バルブスプリング

エレメントガイド

使用工具 締付トルク

スパナ 呼び：6 0.35±0.05N・m
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AW10-A～40-A Series　交換要領 9

適用機種 AW20-A/AW30-A/AW40-A
作業区分 分解

作
業
手
順

1）製品からケースアセンブリ、エレメン
トアセンブリを取外してください。

2）エレメントアセンブリからエレメント、
バッフルを取外してください。

3）バルブガイドにスパナを掛け、矢印の向き
に回転させてデフレクタ、バルブアセンブ
リ、バルブスプリングを取外してください。

（スパナ 呼び：下表参照）
※）取外し方法については、ケースアセンブリ、エレメントアセンブリの＜分解＞

（AW20-A：P.656, AW30-A,40-A：P.658）をご確認ください。

ケース
アセンブリ

エレメント
アセンブリ

バッフル

エレメント

バルブガイド

バルブスプリング

バルブアセンブリ

デフレクタ

スパナ掛け部

注意

ステムアセンブリ

ステムアセンブリは引張って抜かないようお願いいたします。
作動不良の原因となります。

スパナ呼び：
AW20-A 12

AW30-A 17

AW40-A 21
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AW10-A～40-A Series　交換要領 10

適用機種 AW20-A/AW30-A/AW40-A
作業区分 組付

作
業
手
順

1）バルブガイドにスパナを掛け、矢印の向きに回
転させてデフレクタ、バルブアセンブリ、バル
ブスプリングを締付けてください。この時の使
用工具および締付トルクは、下表を参照してく
ださい。

2）エレメントをデフレクタに装着し、
バッフルを固定してください。

3）エレメントアセンブリをケースアセ
ンブリに装着してください。

※）取付方法については、ケースアセンブリ、エレメントアセンブリの
＜組付＞（AW20-A：P.657, AW30-A,40-A：P.659）をご確認ください。

ケースアセンブリ

エレメントアセンブリ

バッフル

エレメント

デフレクタ

バルブガイド

バルブスプリング

バルブアセンブリ

デフレクタ

スパナ掛け部

使用工具 締付トルク
AW20-A スパナ 呼び：12 0.45±0.05N・m

AW30-A スパナ 呼び：17 0.95±0.05N・m

AW40-A スパナ 呼び：21 1.15±0.05N・m
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AW10-A～40-A Series　交換要領 11

適用機種 AW20-A/AW30-A/AW40-A
作業区分 組付

作
業
手
順

4）ケースアセンブリを製品に装着し、固定させてください。

※） 取付方法については、ケースアセンブリ、エレメントアセンブリの＜組付＞（AW20-A：P.657, AW30-A,40-A：P.659）をご確認く
ださい。

製品

ケースアセンブリ
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AW10-A～40-A Series　交換要領 12

適用機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW10-A

分解 1）ボンネットを取外します。
ボンネットの二面幅部にスパナをかけて、ボンネットを左回転さ
せてボンネットアセンブリを取外します。

スパナ
呼び：16

―

2）ボンネットからピストンアセンブリを取外します。
ハンドル側を下にしてピストンアセンブリを引き抜きます。作業
はハンドル側を下にして行わないと、調圧スクリュアセンブリや
調圧スプリングが脱落します。

― ―

組付 3）ボンネットにピストンアセンブリを装着します。
ピストンアセンブリの凸のある面が、ボディ側になるようにピス
トンアセンブリをボンネットに挿入します。
調圧スクリュアセンブリや調圧スプリングがボンネットに装着さ
れていない場合には、これらを装着後、ピストンアセンブリの装
着を行ってください。

― ―

4）ボディにチャンバが装着されていることを確認します。
分解時にチャンバが取外された場合は、チャンバの向きを確認し
てボディに装着してください。チャンバの向きは、凸面がボンネ
ット側になるようにしてください。

― チャンバの有無と装着方向

5）ボンネットアセンブリをボディに装着します。
ボンネットアセンブリの二面幅部にスパナをかけて、ボディに右
回転させてねじ込み、固定します。この時の締付トルクは、右記
の管理項目を参照ください。

スパナ
呼び：16

締付トルク：1.8±0.3N・m

AW20-A
AW30-A
AW40-A

分解 1）ボンネットの取外し
4本のねじを外してボンネットを取外します。
ボンネット内の部品を紛失しないよう注意してください。
＜ボンネット内の部品＞

　　・調圧スクリュアセンブリ
　　・調圧スプリング
　　・ダイヤフラムアセンブリ

ドライバ（＋） ―

組付 2）分解した部品をボディにセットします。
組付けは、分解図（P.662～664）を確認しながら行ってください。

―

・ ダイヤフラムアセンブリの 
向き
・ 調圧スクリュアセンブリの 
向き

3）ボンネット組付け
ボンネットの凸部をIN側にしてボディに装着し、取付ねじをドラ
イバで仮締めした後、4本のねじを対角で均等に右記の締付トル
クで締付けて固定します。

ドライバ（＋）

締付トルク：
AW20-A 0.62±0.3N・m
AW30-A 3.5±0.3N・m
AW40-A 2.6±0.3N・m

3 ダイヤフラムアセンブリ
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AW20-B　分解図 1

取付ねじ（4本）

ステムアセンブリ

バルブアセンブリ

ケースパッキン

ケースアセンブリ

バルブスプリング

（凸部）

バルブガイド

エレメント

ドレンコック

Oリング

Oリング 角形圧力計本体

（爪:2ヶ所）
（爪挿入孔：2ヶ所）

取付ねじ（2本）

（矢印）

取付ねじ（2本）

圧力計アダプタ

圧力計アダプタ
アセンブリ

プラグアセンブリ

圧力計カバー

角形埋込式圧力計

プラグ

（T形凸部）

バッフル

（スパナ掛け部）
（凹部：2ヶ所）

ハンドル

（凸部）

調圧スクリュ
アセンブリ

調圧スプリング

ボディ

Oリング

Oリング

圧力計アダプタ

取付ねじ（2本）

（ねじ部）

圧力計

（二面［四面］幅）

取付ねじ（2本）

ブランキングプレートアセンブリ

圧力計アダプタアセンブリ

ダイヤフラム
アセンブリ

注）ブランキングプレートアセンブリを取外して、角形埋込式圧力計、圧力計アダプタアセンブリ、
プラグアセンブリの取付けが可能です。

ボンネット
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AW30-B/AW40-B　分解図 2

ステムアセンブリ

バルブアセンブリ

ケースパッキン

ケースアセンブリ

バルブスプリング

バルブガイド

エレメント

（T形凸部）

バッフル

（スパナ掛け部）
（凹部：2ヶ所）

ロックボタン

（合せマーク）

（合せマーク）

（凸部）

Oリング

Oリング

角形圧力計本体

（爪:2ヶ所）
（爪挿入孔：2ヶ所）

取付ねじ（2本）

（矢印）

取付ねじ（2本）

圧力計アダプタ
圧力計アダプタ
アセンブリ

プラグアセンブリ

圧力計カバー

角形埋込式圧力計

プラグ

取付ねじ（4本）

ハンドル

（凸部）

ボンネット

調圧スクリュ
アセンブリ

調圧スプリング

ボディ
Oリング

取付ねじ（2本）

ブランキングプレートアセンブリ

ダイヤフラム
アセンブリ

Oリング

圧力計アダプタ

取付ねじ（2本）

（ねじ部）

圧力計（二面［四面］幅）

圧力計アダプタアセンブリ

注）ブランキングプレートアセンブリを取外して、角形埋込式圧力計、圧力計アダプタアセンブリ、
プラグアセンブリの取付けが可能です。
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AW60-B　分解図 3

ステムアセンブリ
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角形圧力計本体

（爪:2ヶ所）
（爪挿入孔：2ヶ所）

取付ねじ（2本）

（矢印）
取付ねじ（2本）

圧力計アダプタ

プラグアセンブリ

プラグ

圧力計アダプタ
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圧力計カバー

角形埋込式
圧力計

取付ねじ（4本）

ハンドル

（凸部）

（凸部）

ボンネット

調圧スクリュ
アセンブリ

ワッシャ

調圧スプリング

ボディ

Oリング

取付ねじ（2本）

ブランキングプレート
アセンブリ

ダイヤフラム
アセンブリ

Oリング
圧力計アダプタ

取付ねじ（2本）

（ねじ部）

圧力計（二面［四面］幅）

圧力計アダプタアセンブリ

注）ブランキングプレートアセンブリを取外して、角形埋込式圧力計、圧力計アダプタアセンブリ、
プラグアセンブリの取付けが可能です。
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AW20K-B　分解図 1

ステムアセンブリ

バルブアセンブリ

ケースパッキン

ケースアセンブリ

バルブスプリング

バルブガイド

エレメント

ドレンコック

（T形凸部）

バッフル

（スパナ掛け部）
（凹部：2ヶ所）

Oリング

Oリング

Oリング

角形圧力計本体

取付ねじ（2本）

取付ねじ（2本）

（矢印）

圧力計アダプタ

プラグアセンブリ

プラグ

圧力計アダプタ
アセンブリ

角形埋込式圧力計

Oリング
チェック弁本体アセンブリ

ボディ

ダイヤフラム
アセンブリ

調圧スプリング

（凸部）

取付ねじ（4本）

取付ねじ（2本）
チェック弁カバー

ハンドル

チェック弁アセンブリ

（凸部）

調圧スクリュ
アセンブリ

（爪:2ヶ所）
（爪挿入孔：2ヶ所）

（ねじ部）

取付ねじ（2本）

（二面［四面］幅）
圧力計

チェック弁プラグアセンブリ

圧力計アダプタ

圧力計アダプタアセンブリ

注）チェック弁アセンブリは取外して、角形埋込式圧力計、圧力計アダプタアセンブリ、プラグアセンブリと交換することで、
流れ方向の変更が可能です。その際、チェック弁プラグアセンブリも付け替えが必要です。

ボンネット

圧力計カバー
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AW30K-B/AW40K-B　分解図 2

ステムアセンブリ

バルブアセンブリ

ケースパッキン

ケースアセンブリ

バルブスプリング

バルブガイド

エレメント

（合せマーク）

（合せマーク）

ロックボタン

（T形凸部）

バッフル

（スパナ掛け部）
（凹部：2ヶ所）

Oリング

Oリング 角形圧力計本体

取付ねじ（2本）

取付ねじ（2本）

（矢印）

圧力計アダプタ

プラグアセンブリ

プラグ

圧力計アダプタ
アセンブリ

圧力計カバー

角形埋込式圧力計

（凸部）

（爪:2ヶ所）
（爪挿入孔：2ヶ所）

チェック弁プラグアセンブリ

Oリング

Oリング
チェック弁本体アセンブリ

ボディ

ダイヤフラム
アセンブリ

調圧スプリング

ボンネット

取付ねじ（4本）

取付ねじ（2本）
チェック弁カバー

ハンドル

チェック弁アセンブリ

（凸部） 調圧スクリュ
アセンブリ

（ねじ部）

取付ねじ（2本）

（二面［四面］幅）
圧力計

圧力計アダプタ

圧力計アダプタアセンブリ

注）チェック弁アセンブリは取外して、角形埋込式圧力計、圧力計アダプタアセンブリ、プラグアセンブリと交換することで、
流れ方向の変更が可能です。その際、チェック弁プラグアセンブリも付け替えが必要です。

670

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

交
換
要
領

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ



AW60K-B　分解図 3

ステムアセンブリ

バルブアセンブリ

ケース
パッキン

ケース
アセンブリ

ハウジング

バルブスプリング

バルブガイド

エレメント

（合せマーク）

（合せマーク）

ロックボタン

（T形凸部）

バッフル

（スパナ掛け部）
（凹部：2ヶ所）

Oリング

Oリング 角形圧力計本体

取付ねじ（2本）
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（矢印）

圧力計アダプタ

プラグアセンブリ

プラグ

圧力計アダプタ
アセンブリ

圧力計カバー

角形埋込式
圧力計

（爪:2ヶ所）
（爪挿入孔：2ヶ所）

チェック弁プラグアセンブリ

注）チェック弁アセンブリは取外して、角形埋込式圧力計、圧力計アダプタアセンブリ、プラグアセンブリと交換することで、
流れ方向の変更が可能です。その際、チェック弁プラグアセンブリも付け替えが必要です。

Oリング

Oリング

Oリング

チェック弁本体
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圧力計
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ブラケットアセンブリ

（凹合せ）

（凸合せ） 製品

セットナット

（ローレット面）

ブラケット

（ローレット面）

AW20K-B～40K-B　ブラケットアセンブリ・パネルマウント分解図 4
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取付ねじ（2本）

ブラケット

ブラケットアセンブリ

AW60K-B　ブラケットアセンブリ分解図 5
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AW20（K）-B～60（K）-B Series　交換要領 1

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20（K）-B

分解 1）ケースアセンブリを取外します。
手でケースアセンブリを握って左回転させて取外します。堅い場
合には、最初だけスパナを使用して緩めた後、手で取外してくだ
さい。

SMC専用スパナ
（推奨）

品番：1129129
―

2）バッフル、エレメントを取外します。
バッフルを手で左回転させて、バッフル、エレメントを取外します。

― ―

組付 3）エレメントを装着します。
エレメントをバルブガイドに装着します。

― ―

4）バッフルを装着します。
バルブガイドの凹部（2ヶ所）にバッフルのT形凸部を合せて挿入
し、手動で右にカチッとした感触が得られるまで（約110°）回転
させてエレメントとバッフルを固定します。

― ―

5）ケースアセンブリを取付けます。
手でケースアセンブリを握って右回転させて締付けます。ケース
を傷付ける恐れがありますので工具などは使用しないでくださ
い。手締めによるトルクは、右記の管理項目参考締付トルク程度
です。

― 参考締付トルク：2.1N・m

AW30（K）-B
AW40（K）-B
AW60（K）-B

分解 1）ケースアセンブリを取外します。
ケースアセンブリのロックボタンを下に押し、ケースアセンブリ
を上側に持ち上げながら、左右のどちらかに30°回転させて、ケ
ースアセンブリを引張って取外します。

― ―

2）バッフル、エレメントを取外します。
バッフルを手で左回転させて、バッフル、エレメントを取外します。

― ―

組付 3）エレメントを装着します。
エレメントをバルブガイドに装着します。

― ―

4）バッフルを装着します。
バルブガイドの凹部（2ヶ所）にバッフルのT形凸部を合せて挿入
し、手動で右にカチッとした感触が得られるまで（約110°）回転
させてエレメントとバッフルを固定します。

―
バッフルの向き

（凸側がエレメント向き）

5）ケースアセンブリを装着します。
ボディの合せマークとケースアセンブリの合せマークを合せてケ
ースアセンブリをボディに挿入し、左右どちらかに30°（ロック
ボタンがロックし、左右に回転できなくなるまで）回転させて、
ケースアセンブリを装着します。この時、ロックボタンによりケ
ースアセンブリがロックされていることを確認してください。

―
ロックボタンが上がって
ロックしていること

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20（K）-B
AW30（K）-B
AW40（K）-B
AW60（K）-B

分解 1）ボンネットを取外します。
ドライバー（＋）にて4本の取付ねじを左回転させて、ボディから
ボンネットを取外します。

ドライバー（＋） ―

2）調圧スクリュアセンブリ、調圧スプリング、ダイヤフラムアセン
ブリの順で取外します。
ハンドル側を下向きで作業しますと、ダイヤフラムアセンブリは
ボンネット側に取付いていることがあります。

― ―

組付 3）ボディにダイヤフラムアセンブリ、調圧スプリング、調圧スクリ
ュアセンブリの順で装着します。

―
ダイヤフラムアセンブリの向き
調圧スクリュアセンブリの向き

4）ボンネットをボディに装着します。
ボンネットの凸部をIN側にしてボディに装着し、ドライバー（＋）
で4本の取付ねじを仮締めした後、4本のねじを対角で均等に右
記の締付トルクで締付けて固定します。

ドライバー（＋）

締付トルク：
AW20（K）-B 2.35±0.3N・m
AW30（K）-B 2.35±0.3N・m
AW40（K）-B 3.5±0.3N・m
AW60（K）-B 3.5±0.3N・m

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左に回して、設定ゼロの位置にしてください。
交換作業は、「分解図」を参照して行ってください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

1 ケースアセンブリ／エレメント

2 ダイヤフラムアセンブリ
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AW20（K）-B～60（K）-B Series　交換要領 2

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20（K）-B
AW30（K）-B
AW40（K）-B

分解 1）ケースアセンブリ、エレメントを取外した後バルブガイドを取外
します。
バルブガイドのスパナ掛け部にスパナを掛けて、左回転させてバ
ルブガイドを取外します。

スパナ
呼び：
AW20（K）-B 11
AW30（K）-B 17
AW40（K）-B 21

―

2）バルブスプリングを取外します。 ― ―

3）バルブアセンブリを取外します。 ― ―

組付 4）バルブアセンブリを装着します。
ステムアセンブリの凸部とバルブアセンブリのセンター穴が合う
ように位置決めしてください。

―
ステムとバルブの位置決め

（センター合せ）

5）バルブスプリングを装着します。
バルブアセンブリの穴部にバルブスプリングを挿入します。

― ―

6）バルブガイドを取付けます。
バルブガイドのスパナ掛け部にスパナを掛けて、右回転させてバ
ルブガイドを取付けます。この時の締付トルクは、右記の管理項
目を参照してください。

スパナ
呼び：
AW20（K）-B 11
AW30（K）-B 17
AW40（K）-B 21

締付トルク：
AW20（K）-B 0.8±0.1N・m
AW30（K）-B 2.35±0.3N・m
AW40（K）-B 3.5±0.3N・m

AW60（K）-B

分解 1）ケースアセンブリ、ハウジング、エレメントを取外します。
六角棒スパナにて4本の取付ねじを左回転させて、ボディからハ
ウジングを取外します。

六角棒スパナ
呼び：5

―

2）バルブガイドを取外します。
バルブガイドのスパナ掛け部にスパナを掛けて、左回転させてバ
ルブガイドを取外します。

スパナ
呼び：30

―

3）バルブスプリングを取外します。 ― ―

4）バルブアセンブリを取外します。 ― ―

組付 5）バルブアセンブリを装着します。
ステムアセンブリの凸部とバルブアセンブリのセンター穴が合う
ように位置決めしてください。

―
ステムとバルブの位置決め

（センター合せ）

6）バルブスプリングを装着します。
バルブアセンブリの穴部にバルブスプリングを挿入します。

― ―

7）バルブガイドを取付けます。
バルブガイドのスパナ掛け部にスパナを掛けて、右回転させてバ
ルブガイドを取付けます。この時の締付トルクは、右記の管理項
目を参照してください。

スパナ
呼び：30

締付トルク：6.5±0.3N・m

8）ハウジングを取付けます。
Oリングをボディに装着し、ハウジングを組付け、4本の取付ね
じを仮締めします。六角棒スパナにて本締めを均等に右記の締付
トルクで締付けて固定します。

六角棒スパナ
呼び：5

締付トルク：4.5±1.0N・m

3 バルブアセンブリ
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AW20（K）-B～60（K）-B Series　交換要領 3

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20（K）-B
AW30（K）-B
AW40（K）-B

組立 1）ブラケット（パネル）に製品を装着します。
ブラケット（パネル）の凹合せとボンネットの凸合せとを合せて製
品をブラケット（パネル）に装着します。

― ―

2）セットナットにてブラケット（パネル）に製品を固定します。
セットナットを引掛スパナで右回転させ締付けて製品をブラケッ
ト（パネル）に固定します。
締付トルクは、右記の管理項目を参照してください。
ブラケット取付けの場合には、セットナットのローレット面がブ
ラケットのローレット面と合うようにしてください。
ブラケット取付けの場合には、一般使用において、セットナット
を手で強く締付けても使用できます。

引掛スパナ
呼び：
AW20（K）-B 34/38
AW30（K）-B 52/55
AW40（K）-B 52/55

締付トルク：
AW20（K）-B 2.0±0.2N・m
AW30（K）-B 3.5±0.3N・m
AW40（K）-B 4.0±0.4N・m

AW60（K）-B 組立
（ブラケットアセンブリ）

1）ブラケットを製品に装着します。
スパナで2本の取付ねじを締付けて固定します。

スパナ
呼び：10

参考締付トルク：2.6N・m

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20（K）-B
AW30（K）-B
AW40（K）-B
AW60（K）-B

分解 1）圧力計カバーを取外します。
圧力計カバーを矢印方向（左回転）に15°回転させて圧力計カバー
を引張って取外します。

― ―

2）圧力計を取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品から圧
力計と2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

組立 3）圧力計に“O”リングが取付いていることを確認します。
“O”リングが脱落していれば、“O”リングを圧力計に装着してくだ
さい。

― “O”リング装着の有無

4）圧力計を取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、製品に圧力
計を仮締めした後、右記の締付トルクで締付けて固定します。

ドライバー（＋） 締付トルク：0.6±0.05N・m

5）圧力計カバーを取付けます。
圧力計カバーの矢印が右上になるようにして、2ヶ所の爪と圧力
計の2ヶ所の爪挿入孔を合せて挿入し、圧力計カバーを矢印と反
対方向（右回転）に15°回転させて圧力計カバーを取付けます。

― ―

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20（K）-B
AW30（K）-B
AW40（K）-B
AW60（K）-B

分解 1）圧力計を取外します。
圧力計の取付用二面幅にスパナを掛けて左回転させて丸形圧力計
を取外します。

スパナ
呼び：
AW20（K）-B

14
AW30（K）-B
AW40（K）-B
AW60（K）-B

―

組立 2）圧力計のねじ部にシールテープを巻きます。
シールテープは、圧力計の先端からのねじ山を1.5～2山残して
巻いてください。

―
シールテープは、ねじ山を1.5
～2山残して巻かれていること。

3）圧力計を取付けます。
圧力計の取付用二面幅にスパナを掛けて右回転させて丸形圧力計
を取付けます。
圧力計の締付トルクは、右記管理項目の値を参照ください。

スパナ
呼び：
AW20（K）-B

14
AW30（K）-B
AW40（K）-B
AW60（K）-B

締付トルク：
AW20（K）-B

7～9N・m
AW30（K）-B
AW40（K）-B
AW60（K）-B

4 ブラケットアセンブリ／パネルマウント

5 角形埋込式圧力計

6 圧力計（丸形）
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AW20（K）-B～60（K）-B Series　交換要領 4

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20（K）-B
AW30（K）-B
AW40（K）-B
AW60（K）-B

分解 1）プラグを取外します。
六角穴に六角棒スパナを挿入し、左回転させて取外します。

六角棒スパナ
呼び：
AW20（K）-B

4
AW30（K）-B
AW40（K）-B
AW60（K）-B

―

2）圧力計アダプタを取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品から圧
力計アダプタと2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

組付 3）圧力計アダプタに“O”リングが取付いていることを確認します。
取付いていない場合は取付けてください。

― ―

4）圧力計アダプタを取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、製品に圧力
計アダプタと2本のねじを取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照ください。

ドライバー（＋）
（トルクドライバー）

締付トルク：0.6±0.05 N・m

5）プラグを取付けます。
六角穴に六角棒スパナを挿入し、右回転させて取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照ください。

六角棒スパナ
呼び：
AW20（K）-B

4
AW30（K）-B
AW40（K）-B
AW60（K）-B

締付トルク：
AW20（K）-B

0.6±0.05 N・m
AW30（K）-B
AW40（K）-B
AW60（K）-B

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20（K）-B
AW30（K）-B
AW40（K）-B
AW60（K）-B

分解 1）ブランキングプレートを取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品からブ
ランキングプレートと2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

組付 2）ブランキングプレートに“O”リングが取付いていることを確認し
ます。取付いていない場合は取付けてください。

― ―

3）ブランキングプレートを取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、製品からブ
ランキングプレートと2本のねじを取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照ください。

ドライバー（＋）
（トルクドライバー）

締付トルク：0.6±0.05 N・m

7 圧力計アダプタ、プラグ

8 ブランキングプレートアセンブリ

適用機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AW20K-B
AW30K-B
AW40K-B
AW60K-B

分解 1）チェック弁カバーを取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品からチ
ェック弁カバーと2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

2）チェック弁本体アセンブリをボディから取外します。
チェック弁本体アセンブリを手で引張れば取外すことができま
す。この時、“O”リング（2個）が脱落せずにボディ側に取付いて
いることを確認してください。

― ―

組立 1）ボディ側に“O”リング（2個）が取付いていることを確認します。
取付いていない場合は取付けてください。

― ―

2）ボディの“O”リング挿入孔（2ヶ所）にチェック弁本体アセンブリ
の凸部を挿入します。

― チェック弁本体アセンブリの
向き

3）チェック弁カバーを取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、チェック弁
カバーと2本のねじを取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照してください。

ドライバー（＋）
（トルクドライバー） 締付トルク：0.6±0.05 N・m

9 チェック弁アセンブリ
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取付ねじ
（2本）

ブランキングプレート
アセンブリ

（爪：2ヶ所）
（爪挿入孔：2ヶ所）

圧力計カバー

（矢印）

取付ねじ（2本）

角形圧力計本体Oリング

圧力計アダプタ
取付ねじ（2本）

Oリング

（ねじ部）

圧力計
（二面［四面］幅）

取付ねじ（2本）

圧力計アダプタ

Oリング

圧力計アダプタアセンブリ

ドレンコック

ケースアセンブリ

ケースOリング

（スパナ掛け部）

エレメントアセンブリ

テンションボルト

（ソケットレンチ掛け部）

バルブガイド

バルブスプリング

バルブアセンブリ

（凸部）

ステムアセンブリ

ボディ

調圧スプリング

調圧スクリュ
アセンブリ

ボンネット

取付ねじ（4本）

Oリング

（凸部）

プラグアセンブリ

圧力計アダプタアセンブリ

角形埋込式圧力計

プラグ

ダイヤフラム
アセンブリ

AWM20～AWM40 Series　分解図 1

1）AWM20分解図

注）ブランキングプレートアセンブリを取外して、角形埋込式圧力計、圧力計アダプタアセンブリ、
プラグアセンブリの取付けが可能です。
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注）ブランキングプレートアセンブリを取外して、角形埋込式圧力計、圧力計アダプタアセンブリ、
プラグアセンブリの取付けが可能です。

（爪：2ヶ所）
（爪挿入孔：2ヶ所）

圧力計カバー
（矢印）

取付ねじ（2本）
角形圧力計本体

Oリング

圧力計アダプタ
取付ねじ（2本）Oリング

（ねじ部）

圧力計
（二面［四面］幅）

取付ねじ（2本）
圧力計アダプタ

Oリング

（合せマーク）

ロックボタン

（爪：4ヶ所）

ケースアセンブリ

ケースOリング

（丸ペンチ掛け部）

エレメントアセンブリ

テンションボルト

（スパナ掛け部）

バルブガイド

バルブスプリング

バルブアセンブリ（凸部）

ステムアセンブリ

（合せマーク）

ボディ

ダイヤフラム
アセンブリ

調圧スプリング

調圧スクリュアセンブリ

ボンネット

取付ねじ（4本）

Oリング

取付ねじ（2本）

ブランキングプレート
アセンブリ

圧力計アダプタアセンブリ

プラグアセンブリ

プラグ

角形埋込式圧力計

圧力計アダプタアセンブリ

AWM20～AWM40 Series　分解図 2

2）AWM30/40分解図
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製品

（ローレット面）

ブラケット

（ローレット面）

（凸合せ）

（凹合せ）

ブラケットアセンブリ

セットナット

AWM20～AWM40 Series　分解図 3

3）AWM20/30/40ブラケットアセンブリ・パネルマウント分解図
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AWM20～AWM40 Series　交換要領 1

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWM20

分解 1）ケースアセンブリを取外します。
手でケースアセンブリを握って左回転させて取外します。
堅い場合には、最初だけ引掛けスパナを使用して緩めた後、手で
取外してください。

（引掛けスパナ
呼び：34/38） ―

2）エレメントを取外します。
エレメントのスパナ掛け部にスパナを掛けて、左回転させてエレ
メントを取外します。

スパナ
呼び：7 ―

組付 3）エレメントを装着します。
エレメントのスパナ掛け部にスパナを掛けて、右回転させてエレ
メントを取付けます。この時の締付トルクは、右記の管理項目を
参照してください。

スパナ
呼び：7

締付トルク：
0.49±0.05N・m

4）ケースアセンブリを取付けます。
手でケースアセンブリを握って右回転させて締付けます。
ケースに傷付けますので工具などは使用しないでください。
手締めによるトルクは、右記の管理項目参考締付トルク程度です。

― 参考締付トルク：
2.1N・m

AWM30
AWM40

分解 1）ケースアセンブリを取外します。
ケースアセンブリのロックボタンを手で下げ、ケースアセンブリ
を上側に持ち上げながら、左右のどちらかに45°回転させて、ケ
ースアセンブリを引張って取外します。

― ―

2）エレメントを取外します。
エレメントの丸ペンチ掛け部に丸ペンチを掛けて、左回転させて
エレメントを取外します。

丸ペンチ ―

組付 3）エレメントを装着します。
エレメントの丸ペンチ掛け部に丸ペンチを掛けて、右回転させて
エレメントを取付けます。この時の締付トルクは、右記の管理項
目を参照してください。

丸ペンチ
締付トルク：

AWM30 1.47±0.2N・m
AWM40 1.96±0.2N・m

4）ケースアセンブリを装着します。
ボディの合せマークとケースアセンブリの合せマークを合せてケ
ースアセンブリをボディに挿入し、左右どちらかに45°（ロック
ボタンがロックし、左右に回転できなくなるまで）回転させて、
ケースアセンブリを装着します。この時、ロックボタンによりケ
ースアセンブリがロックされていることを確認してください。

― ロックボタンが上がって
ロックしていること

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWM20
AWM30
AWM40

分解 1）ボンネットを取外します。
ドライバー（＋）にて4本の取付ねじを左回転させて、ボディから
ボンネットを取外します。

ドライバー（＋） ―

2）調圧スクリュアセンブリ、調圧スプリング、ダイヤフラムアセン
ブリの順で取外します。
ハンドル側を下向きで作業しますと、ダイヤフラムアセンブリは
ボンネット側に取付いていることがあります。

― ―

組付 3）ボディにダイヤフラムアセンブリ、調圧スプリング、調圧スクリ
ュアセンブリの順で装着します。

― ダイヤフラムアセンブリの向き
調圧スクリュアルアセンブリの向き

4）ボンネットをボディに装着します。
ボンネットの凸部をIN側にしてボディに装着し、ドライバー（＋）
で4本の取付ねじを仮締めした後、4本のねじを対角で均等に右
記の締付トルクで締付けて固定します。

ドライバー（＋）

締付トルク：
AWM20 2.35±0.3N・m
AWM30 2.35±0.3N・m
AWM40 3.5±0.3N・m

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左に回して、設定ゼロの位置にしてください。
交換作業は、「分解図」を参照して行ってください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

1 ケースアセンブリ／エレメント

2 ダイヤフラムアセンブリ
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AWM20～AWM40 Series　交換要領 2

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWM20

分解 1）ケースアセンブリ、エレメントを取外した後、バルブガイドを取
外します。
バルブガイドのソケットレンチ掛け部にソケットレンチを掛け、
左回転させてバルブガイドを取外します。

ソケットレンチ
呼び：18 ―

2）バルブスプリングを取外します。 ― ―

3）バルブを取外します。 ― ―

組付 4）バルブを装着します。
ステムアセンブリの凸部とバルブアセンブリのセンター穴が合う
ように位置決めしてください。

― ステムとバルブの位置決め
（センター合せ）

5）バルブスプリングを装着します。
バルブアセンブリの穴部にバルブスプリングを挿入します。

― ―

6）バルブガイドを取付けます。
バルブガイドのソケットレンチ掛け部にソケットレンチを掛け、
右回転させてバルブガイドを取付けます。この時の締付トルクは、
右記の管理項目を参照してください。

ソケットレンチ
呼び：18

締付トルク：
40±3.5N・m

7）エレメント、ケースアセンブリを取付けます。 ― ―

AWM30
AWM40

分解 1）ケースアセンブリ、エレメントを取外した後、バルブガイドを取
外します。
バルブガイドにスパナを掛け、左回転させてバルブガイドを取外
します。

スパナ呼び
AWM30 8
AWM40 12

―

2）バルブスプリングを取外します。 ― ―

3）バルブを取外します。 ― ―

組付 4）バルブを装着します。
ステムアセンブリの凸部とバルブアセンブリのセンター穴が合う
ように位置決めしてください。

― ステムとバルブの位置決め
（センター合せ）

5）バブルスプリングを装着します。
バブルアセンブリの穴部にバブルスプリングを挿入します。

― ―

6）バブルガイドを取付けます。
バブルガイドのスパナ掛け部にスパナを掛けて、右回転させてバ
ルブガイドを取付けます。この時の締付トルクは、右記の管理項
目を参照してください。

スパナ呼び
AWM30 8
AWM40 12

締付トルク：
AWM30 25±2.5N・m
AWM40 55±5N・m

7）エレメント、ケースアセンブリを取付けます。

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWM20
AWM30
AWM40

組立 1）ブラケット（パネル）に製品を装着します。
ブラケット（パネル）の凹合せとボンネットの凸合せとを合せて製
品をブラケット（パネル）に装着します。

― ―

2）セットナットにてブラケット（パネル）に製品を固定します。
セットナットを引掛スパナで右回転させ締付けて製品をブラケッ
ト（パネル）に固定します。
締付トルクは、右記の管理項目を参照してください。
ブラケット取付けの場合には、セットナットのローレット面がブ
ラケットのローレット面と合うようにしてください。
ブラケット取付けの場合には、一般使用においてセットナットを
手で強く締付けても使用できます。

引掛スパナ
呼び：
AWM20 34/38
AWM30 52/55
AWM40 52/55

締付トルク：
AWM20 2.0±0.2N・m
AWM30 3.5±0.3N・m
AWM40 4.0±0.4N・m

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWM20
AWM30
AWM40

分解 1）圧力計カバーを取外します。
圧力計カバーを矢印方向（左回転）に15°回転させて圧力計カバー
を引張って取外します。

― ―

2）圧力計を取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品から圧
力計と2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

3 バルブアセンブリ

4 ブラケットアセンブリ／パネルマウント

5 角形埋込式圧力計
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AWM20～AWM40 Series　交換要領 3

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWM20
AWM30
AWM40

分解 1）圧力計を取外します。
圧力計の取付け用二面幅にスパナを掛けて左回転させて丸形圧力
計を取外します。

スパナ
呼び：14 ―

組立 2）圧力計のねじ部にシールテープを巻きます。
シールテープは、圧力計の先端からのねじ山を1.5～2山残して
巻いてください。

― シールテープは、ねじ山を1.5
～2山残して巻かれていること。

3）圧力計を取付けます。
圧力計の取付け用二面幅にスパナを掛けて右回転させて丸形圧力
計を取付けます。
圧力計の締付トルクは、右記管理項目の値を参照ください。

スパナ
呼び：14

締付トルク：
AWM20

7～9N・m
AWM30
AWM40 12～14N・m

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWM20
AWM30
AWM40

分解 1）プラグを取外します
六角穴に六角棒スパナを挿入し、左回転させて取外します。

六角棒スパナ
呼び：
AWM20

4
AWM30
AWM40 6

―

2）圧力計アダプタを取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品から圧
力計アダプタと2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

組付 3）圧力計アダプタに“O”リングが取付いていることを確認します。
取付いていない場合は取付けてください。

― ―

4）圧力計アダプタを取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、製品から圧
力計アダプタと2本のねじを取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照ください。

ドライバー（＋）
（トルクドライバー）

締付トルク：
0.3±0.05N・m

5）プラグを取付けます。
六角穴に六角棒スパナを挿入し、右回転させて取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照ください。

六角棒スパナ
呼び：
AWM20

4
AWM30
AWM40 6

締付トルク：
AWM20

0.6±0.05N・m
AWM30
AWM40 1.0±0.1N・m

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWM20
AWM30
AWM40

分解 1）ブランキングプレートを取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品からブ
ランキングプレートと2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

組付 2）ブランキングプレートに“O”リングが取付いていることを確認し
ます。取付いていない場合は取付けてください。

― ―

3）ブランキングプレートを取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、製品からブ
ランキングプレートと2本のねじを取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照ください。

ドライバー（＋）
（トルクドライバー）

締付トルク：
0.3±0.05N・m

6 圧力計（丸形）

7 圧力計アダプタ、プラグ

8 ブランキングプレートアセンブリ

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWM20
AWM30
AWM40

組立 3）圧力計に“O”リングが取付いていることを確認します。
“O”リングが脱落していれば、“O”リングを圧力計に装着してく
ださい。

― “O”リング装着の有無

4）圧力計を取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、製品に圧力
計を仮締めした後、右記の締付トルクで締付けて固定します。

ドライバー（＋） 締付トルク：
0.3±0.05N・m

5）圧力計カバーを取付けます。
圧力計カバーの矢印が右上になるようにして、2ヶ所の爪と圧力
計の2ヶ所の爪挿入孔を合せて挿入し、圧力計カバーを矢印と反
対方向（右回転）に15°回転させて圧力計カバーを取付けます。

― ―
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注）ブランキングプレートアセンブリを取外して、角形埋込式圧力計、圧力計アダプタアセンブリ、
プラグアセンブリの取付けが可能です。

（爪：2ヶ所）
（爪挿入孔：2ヶ所）

圧力計カバー
（矢印）

取付ねじ（2本）
角形圧力計本体Oリング

圧力アダプタ
取付ねじ（2本）Oリング

（ねじ部）

圧力計
（二面［四面］幅）

取付ねじ（2本）

圧力計アダプタ

Oリング

ドレンコック

ケースOリング

（スパナ掛け部）

エレメントアセンブリ

テンションボルト

（ソケットレンチ掛け部）

バルブガイド

バルブスプリング

バルブアセンブリ（凸部）

ステムアセンブリ

ボディ

ダイヤフラム
アセンブリ

調圧スプリング

調圧スクリュ
アセンブリ

ボンネット

取付ねじ（4本）

Oリング

取付ねじ
（2本）

（凸部）

圧力計アダプタアセンブリ

プラグアセンブリ

プラグ

ケースアセンブリ

角形埋込式圧力計

圧力計アダプタアセンブリ

ブランキングプレート
アセンブリ

AWD20～AWD40 Series　分解図 1

1）AWD20分解図
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注）ブランキングプレートアセンブリを取外して、角形埋込式圧力計、圧力計アダプタアセンブリ、
プラグアセンブリの取付けが可能です。

（爪：2ヶ所）
（爪挿入孔：2ヶ所）

圧力計カバー

（矢印）

取付ねじ（2本）
角形圧力計本体Oリング

圧力計アダプタ
取付ねじ（2本）Oリング

（ねじ部）

圧力計
（二面［四面］幅）

取付ねじ（2本）
圧力計アダプタ

Oリング

（合せマーク）

ロックボタン

（爪：4ヶ所）

ケースOリング

（丸ペンチ掛け部）

エレメントアセンブリ

テンションボルト

（スパナ掛け部）

バルブガイド

バルブスプリング

バルブアセンブリ（凸部）

ステムアセンブリ

（合せマーク）

ボディ

ダイヤフラム
アセンブリ

調圧スプリング

調圧スクリュアセンブリ

ボンネット

取付ねじ（4本）

Oリング

取付ねじ（2本）

ブランキングプレート
アセンブリ

ケースアセンブリ

圧力計アダプタアセンブリ

プラグアセンブリ

プラグ

角形埋込式圧力計

圧力計アダプタアセンブリ

AWD20～AWD40 Series　分解図 2

2）AWD30/40分解図
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製品

（ローレット面）

ブラケット

（ローレット面）

（凸合せ）

（凹合せ）

ブラケットアセンブリ

セットナット

AWD20～AWD40 Series　分解図 3

3）AWD20/30/40ブラケットアセンブリ・パネルマウント分解図
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AWD20～AWD40 Series　交換要領 1

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWD20

分解 1）ケースアセンブリを取外します。
手でケースアセンブリを握って左回転させて取外します。
堅い場合には、最初だけ引掛けスパナを使用して緩めた後、手で
取外してください。

（引掛けスパナ
呼び：34/38） ―

2）エレメントを取外します。
エレメントのスパナ掛け部にスパナを掛けて、左回転させてエレ
メントを取外します。

スパナ
呼び：7 ―

組付 3）エレメントを装着します。
エレメントのスパナ掛け部にスパナを掛けて、右回転させてエレ
メントを取付けます。この時の締付トルクは、右記の管理項目を
参照してください。

スパナ
呼び：7

締付トルク：
0.49±0.05N・m

4）ケースアセンブリを取付けます。
手でケースアセンブリを握って右回転させて締付けます。
ケースに傷付けますので工具などは使用しないでください。
手締めによるトルクは、右記の管理項目参考締付トルク程度です。

― 参考締付トルク：
2.1N・m

AWD30
AWD40

分解 1）ケースアセンブリを取外します。
ケースアセンブリのロックボタンを手で下げ、ケースアセンブリ
を上側に持ち上げながら、左右のどちらかに45°回転させて、ケ
ースアセンブリを引張って取外します。

― ―

2）エレメントを取外します。
エレメントの丸ペンチ掛け部に丸ペンチを掛けて、左回転させて
エレメントを取外します。

丸ペンチ ―

組付 3）エレメントを装着します。
エレメントの丸ペンチ掛け部に丸ペンチを掛けて、右回転させて
エレメントを取付けます。この時の締付トルクは、右記の管理項
目を参照してください。

丸ペンチ
締付トルク：

AWD30 1.47±0.2N・m
AWD40 1.96±0.2N・m

4）ケースアセンブリを装着します。
ボディの合せマークとケースアセンブリの合せマークを合せてケ
ースアセンブリをボディに挿入し、左右どちらかに45°（ロック
ボタンがロックし、左右に回転できなくなるまで）回転させて、
ケースアセンブリを装着します。この時、ロックボタンによりケ
ースアセンブリがロックされていることを確認してください。

― ロックボタンが上がって
ロックしていること

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWD20
AWD30
AWD40

分解 1）ボンネットを取外します。
ドライバー（＋）にて4本の取付ねじを左回転させて、ボディから
ボンネットを取外します。

ドライバー（＋） ―

2）調圧スクリュアセンブリ、調圧スプリング、ダイヤフラムアセン
ブリの順で取外します。
ハンドル側を下向きで作業しますと、ダイヤフラムアセンブリは
ボンネット側に取付いていることがあります。

― ―

組付 3）ボディにダイヤフラムアセンブリ、調圧スプリング、調圧スクリ
ュアセンブリの順で装着します。

― ダイヤフラムアセンブリの向き
調圧スクリュアセンブリの向き

4）ボンネットをボディに装着します。
ボンネットの凸部をIN側にしてボディに装着し、ドライバー（＋）
で4本の取付ねじを仮締めした後、4本のねじを対角で均等に右
記の締付トルクで締付けて固定します。

ドライバー（＋）

締付トルク：
AWD20 2.35±0.3N・m
AWD30 2.35±0.3N・m
AWD40 3.5±0.3N・m

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左に回して、設定ゼロの位置にしてください。
交換作業は、「分解図」を参照して行ってください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

1 ケースアセンブリ／エレメント

2 ダイヤフラムアセンブリ
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AWD20～AWD40 Series　交換要領 2

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWD20

分解 1）ケースアセンブリ、エレメントを取外した後、バルブガイドを取
外します。
バルブガイドのソケットレンチ掛け部にソケットレンチを掛け、
左回転させてバルブガイドを取外します。

ソケットレンチ
呼び：18 ―

2）バルブスプリングを取外します。 ― ―

3）バルブを取外します。 ― ―

組付 4）バルブを装着します。
ステムアセンブリの凸部とバルブアセンブリのセンター穴が合う
ように位置決めしてください。

― ステムとバルブの位置決め
（センター合せ）

5）バルブスプリングを装着します。
バルブアセンブリの穴部にバルブスプリングを挿入します。

― ―

6）バルブガイドを取付けます。
バルブガイドのソケットレンチ掛け部にソケットレンチ掛け、右
回転させてバルブガイドを取付けます。この時の締付トルクは、
右記の管理項目を参照してください。

ソケットレンチ
呼び：18

締付トルク：
40±3.5N・m

7）エレメント、ケースアセンブリを取付けます。 ― ―

AWD30
AWD40

分解 1）ケースアセンブリ、エレメントを取外した後、バルブガイドを取
外します。
バルブガイドにスパナを掛け、左回転させてバルブガイドを取外
します。

スパナ呼び
AWD30 8
AWD40 12

―

2）バルブスプリングを取外します。 ― ―

3）バルブを取外します。 ― ―

組付 4）バルブを装着します。
ステムアセンブリの凸部とバルブアセンブリのセンター穴が合う
ように位置決めしてください。

― ステムとバルブの位置決め
（センター合せ）

5）バブルスプリングを装着します。
バブルアセンブリの穴部にバブルスプリングを挿入します。

― ―

6）バブルガイドを取付けます。
バブルガイドのスパナ掛け部にスパナを掛けて、右回転させてバ
ルブガイドを取付けます。この時の締付トルクは、右記の管理項
目を参照してください。

スパナ呼び
AWD30 8
AWD40 12

締付トルク：
AWD30 25±2.5N・m
AWD40 55±5N・m

7）エレメント、ケースアセンブリを取付けます。

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWD20
AWD30
AWD40

組立 1）ブラケット（パネル）に製品を装着します。
ブラケット（パネル）の凹合せとボンネットの凸合せとを合せて製
品をブラケット（パネル）に装着します。

― ―

2）セットナットにてブラケット（パネル）に製品を固定します。
セットナットを引掛スパナで右回転させ締付けて製品をブラケッ
ト（パネル）に固定します。
締付トルクは、右記の管理項目を参照してください。
ブラケット取付けの場合には、セットナットのローレット面がブ
ラケットのローレット面と合うようにしてください。
ブラケット取付けの場合には、一般使用においてセットナットを
手で強く締付けても使用できます。

引掛スパナ
呼び：
AWD20 34/38
AWD30 52/55
AWD40 52/55

締付トルク：
AWD20 2.0±0.2N・m
AWD30 3.5±0.3N・m
AWD40 4.0±0.4N・m

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWD20
AWD30
AWD40

分解 1）圧力計カバーを取外します。
圧力計カバーを矢印方向（左回転）に15°回転させて圧力カバーを
引張って取外します。

― ―

2）圧力計を取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品から圧
力計と2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

3 バルブアセンブリ

4 ブラケットアセンブリ／パネルマウント

5 角形埋込式圧力計
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AWD20～AWD40 Series　交換要領 3

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWD20
AWD30
AWD40

分解 1）圧力計を取外します。
圧力計の取付け用二面幅にスパナを掛けて左回転させて丸形圧力
計を取外します。

スパナ
呼び：14 ―

組立 2）圧力計のねじ部にシールテープを巻きます。
シールテープは、圧力計の先端からのねじ山を1.5～2山残して
巻いてください。

― シールテープは、ねじ山を1.5
～2山残して巻かれていること。

3）圧力計を取付けます。
圧力計の取付け用二面幅にスパナを掛けて右回転させて丸形圧力
計を取付けます。
圧力計の締付トルクは、右記管理項目の値を参照ください。

スパナ
呼び：14

締付トルク：
AWD20

7～9N・m
AWD30
AWD40 12～14N・m

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWD20
AWD30
AWD40

分解 1）プラグを取外します
六角穴に六角棒スパナを挿入し、左回転させて取外します。

六角棒スパナ
呼び：
AWD20

4
AWD30
AWD40 6

―

2）圧力計アダプタを取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品から圧
力計アダプタと2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

組付 3）圧力計アダプタに“O”リングが取付いていることを確認します。
取付いていない場合は取付けてください。

― ―

4）圧力計アダプタを取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、製品から圧
力計アダプタと2本のねじを取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照ください。

ドライバー（＋）
（トルクドライバー）

締付トルク：
0.3±0.05N・m

5）プラグを取付けます。
六角穴に六角棒スパナを挿入し、右回転させて取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照ください。

六角棒スパナ
呼び：
AWD20

4
AWD30
AWD40 6

締付トルク：
AWD20

0.6±0.05N・m
AWD30
AWD40 1.0±0.1N・m

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWD20
AWD30
AWD40

分解 1）ブランキングプレートを取外します。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを左回転させて、製品からブ
ランキングプレートと2本のねじを取外します。

ドライバー（＋） ―

組付 2）ブランキングプレートに“O”リングが取付いていることを確認し
ます。取付いていない場合は取付けてください。

― ―

3）ブランキングプレートを取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、製品からブ
ランキングプレートと2本のねじを取付けます。
この時の締付トルクは、右記の管理項目を参照ください。

ドライバー（＋）
（トルクドライバー）

締付トルク：
0.3±0.05N・m

6 圧力計（丸形）

7 圧力計アダプタ、プラグ

8 ブランキングプレートアセンブリ

適応機種 作業区分 作業手順 使用工具類 管理項目

AWD20
AWD30
AWD40

組立 3）圧力計に“O”リングが取付いていることを確認します。
“O”リングが脱落していれば、“O”リングを圧力計に装着してく
ださい。

― “O”リング装着の有無

4）圧力計を取付けます。
ドライバー（＋）にて2本の取付ねじを右回転させて、製品に圧力
計を仮締めした後、右記の締付トルクで締付けて固定します。

ドライバー（＋） 締付トルク：
0.3±0.05N・m

5）圧力計カバーを取付けます。
圧力計カバーの矢印が右上になるようにして、2ヶ所の爪と圧力
計の2ヶ所の爪挿入孔を合せて挿入し、圧力計カバーを矢印と反
対方向（右回転）に15°回転させて圧力計カバーを取付けます。

― ―
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ボディ

チェック弁本体
アセンブリ

チェック弁カバー

取付ねじ(2本)

取付ねじ(2本)

Oリング

Oリング

IN

OU
T

ブランキング
プレート

ブランキングプレートアセンブリ

チェック弁アセンブリ

取付ねじ(4本)

ARG40
ARG30
(凹部)

(凹合せ) キャップ

(爪：4ヶ所)

(小穴)

カバー

Oリング

Oリング

(凸部)

バルブスプリング

ステムアセンブリ

Oリング

Oリング

調圧ガイド

回転シール

Oリング

調圧スプリング

圧力計アセンブリ

調圧スクリュ
アセンブリ

パッキン押え

遊星ギアB

遊星ギアA

ブランキング
プレート

取付ねじ(２本)

圧力計カバー

バルブ

ハンドル

クリップ

ボンネット

ボディ

ダイヤフラム
アセンブリ

圧力計

バルブガイドアセンブリ

IN

OU
T

ブランキングプレートアセンブリ

ARG□Kの場合

バルブガイド

ARG20（K）・30（K）・40（K）　分解図 1
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ブラケットアセンブリ

セットナット

（ローレット面）

ブラケット

（ローレット面）

製品

（凹合せ）

IN

OU
T

ARG20（K）・30（K）・40（K）　ブラケットアセンブリ・パネルマウント分解図 2
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交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左に回して、設定ゼロの位置にしてください。
交換作業は、「分解図」を参照して行ってください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

警告

ダイヤフラムアセンブリ1
適応機種

ARG20（K）
ARG30（K）
ARG40（K）

作業区分

分解 ドライバー（＋）

ドライバー（＋）

―

―

―

―

ダイヤフラムアセンブリの向き

作業手順 使用工具類 管理項目

1）ボンネットを取外します。 ドライバー（＋）にて4本の取付ねじを
左回転させて、ボディからボンネットを取外します。

4）ボンネットをボディに装着します。
ボンネットの凸部をIN側にしてボディに装着し、ドライバー（＋）
で4本の取付ねじを仮締めした後、4本のねじを対 角で均等に右
記の締付トルクで締付けて固定します。

3）ボディにダイヤフラムアセンブリ、調圧スプリングの順で装着し
ます。

2）調圧スプリング、ダイヤフラムアセンブリの順で取外します。
ハンドル側を下向きで作業しますと、ダイヤフラムアセンブリは
ボンネット側に取付けられていることがあります。

組付

ARG20（K）
ARG30（K）
ARG40（K）

2.15±0.3N・m
2.35±0.3N・m
3.5±0.3N・m

締付トルク：

バルブガイドアセンブリ、バルブ2
適応機種

ARG20（K）
ARG30（K）
ARG40（K）

作業区分

分解
時計ドライバ－

（－）

丸ペンチ
呼び寸法：125

丸ペンチ
呼び寸法：125

ラジオペンチ

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

ステムとバルブの位置決め
（センタ－合せ）

作業手順 使用工具類 管理項目

1）キャップを取外します。
ボディとキャップの隙間に時計ドライバー（－）を差込んで上方向
に持ち上げれば、外すことができます。

4）バルブスプリングを取外します。

5）バルブを取外します。

6）バルブを装着します。
ステムの凸部とバルブのセンター穴が合うように位置決めしてく
ださい。

7）バルブスプリングを装着します。
バルブの穴部にバルブスプリングが入るように挿入します。

8）バルブガイドアセンブリとカバーのアセンブリをボディに装着し
ます。ボディの切り欠き部とカバーの爪部が合うようにしてバル
ブガイドとカバーのアセンブリを押し込み、カバーの小穴2ヶ所
に丸ペンチを差込んで、左右のどちらかに45°回転させて固定し
ます。

9）キャップを装着します。
ボディの凸合せとキャップの凹合せが合うようにしてキャップを
押し込み固定します。
この時、ボディ端面とキャップがほぼ面一に組付けられているこ
とを確認してください。

3）バルブガイドアセンブリを取外します。
ラジオペンチなどで、バルブガイドを挟んで、持ち上げれば、取
外すことができます。

2）カバーを取外します。
カバーの小穴2ヶ所に丸ペンチを差込み、左右のどちらかに45°
回転させ、持ち上げれば取外すことができます。

組付

ボディとキャップの合せマ－ク
位置
ボディ端面とキャップがほぼ面
一のこと

ARG20（K）・30（K）・40（K） Series　ダイヤフラム交換要領 1
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ブラケットアセンブリ／パネルマウント3
適応機種

ARG20（K）
ARG30（K）
ARG40（K）

作業区分

― ―

作業手順 使用工具類 管理項目

1）ブラケット（パネル）に製品を装着します。
ブラケット（パネル）の凹合せとボンネットの凸合せとを合せて製
品をブラケット（パネル）に装着します。

2）セットナットにてブラケット（パネル）に製品を固定します。
セットナットを引掛スパナで右回転させ締付けて製品をブラケッ
ト（パネル）に固定します。
締付トルクは、右記の管理項目をご参照ください。

ARG20（K）/30（K）/40（K）はブラケット取付けの場合にセットナ
ットのロ－レット面がブラケットのロ－レット面と合うようにし
てください。

ARG20（K）/30（K）/40（K）は、ブラケット取付けの場合に、一般
使用において、セットナットを手で強く締付けても使用できます。

組立

ARG20（K）
ARG30（K）
ARG40（K）

2.5±0.2N・m
3.5±0.3N・m
4.0±0.4N・m

締付トルク：

ARG20（K）/30（K）/40（K）
引掛スパナ
呼び：
ARG20（K）
ARG30（K）
ARG40（K）

52/55
58/65
65/70

ARG20（K）・30（K）・40（K） Series　ダイヤフラム交換要領 2

693



適応機種

ARG20（K）
ARG30（K）
ARG40（K）

作業区分

分解

ピンセット

―

―

―

―

―

―

―

作業手順 使用工具類 管理項目

1）事前準備
調圧ハンドル完全に緩めた状態で、調圧ハンドルのロックを解除
した状態としてください。

5）圧力計のセット
圧力計の文字盤外周部を持って圧力計を任意の角度に合わせて、
軽く押込みます。参考として圧力計取付後の文字盤下面と調圧ガ
イド上面の隙間寸法を表1に示します。

注1）圧力計セット時に引っ掛かって入らない場合は、圧力計を
回転方向に僅かに揺動させながらセットしてください。
（調圧ガイドの遊星ギアの歯と、圧力計一体で取付けられた
太陽ギアの歯が上下で引っ掛かって入らない場合があります）

注2）圧力計を奥まで確実にセットしてください。
注3）圧力計先端にはグリスが塗布されたOリングが装着されて

います。圧力計セットの際にはゴミや塵をまきこまないよ
うに注意してください。

3）クリップの取外し
ボンネットの▲マ－クと調圧ガイドの▼マ－クの合わせた位置に
すると、ボンネット横窓からクリップが見えますので、クリップ
をピンセットで摘んで引抜きます。

※マ－クを合せるときは調圧ガイドを時計回りに回して合せます。

2）ハンドルの取外し
ハンドルの▼マ－クとボンネットの▲マ－クを合わせた位置で、
ハンドルを引張って取外します。

組付

ARG20（K） ARG30（K） ARG40（K）

2.6㎜　3.3㎜　3.3㎜X寸法
(参考値)

表1.隙間寸法

X

調圧ハンドルとボンネットの間
にオレンジ色のラインが目視確
認できます。

▼マ－ク

▲マ－ク

ボンネット

ハンドル

▼マ－ク

▲マ－ク

ボンネット

ボンネット横窓

クリップ

文字盤外周部

内機部分

4）圧力計の取外し
圧力計の文字盤外周部を持って圧力計を引抜きます。

※圧力計の内機部分（　　　　　　　部）は触らないでください。
圧力計の示度精度が狂うことがあります。

交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左に回して、設定ゼロの位置にしてください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

警告

ARG20（K）・30（K）・40（K） Series　圧力計交換・角度変更作業要領 1
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適応機種

ARG20（K）
ARG30（K）
ARG40（K）

作業区分

ピンセット

―

―

―

作業手順 使用工具類 管理項目

6）クリップのセット
調圧ガイドの▲マ－クとボンネットの▼マ－クを合わせた位置で
ボンネットの横窓からクリップを挿入します。挿入の際はピンセ
ット等先の尖ったものを使って奥まで確実にセットしてくださ
い。クリップが奥まで確実にセットされていない場合、ハンドル
セット後にハンドルが回らないことがあります。

注1）クリップには抜け防止のため、先端にかけて僅かにテ－パ
をつけています。クリップをセットする際は先端を若干広
げながらセットしてください。

注2）クリップが途中で引っ掛かって奥まで入らない場合、以下
の原因が考えられます。

①調圧スクリュが元の位置よりも下がってしまっている。（完
全に調圧スクリュを緩めた状態では、調圧ナットと調圧ス
プリングの間に隙間を設けているため、調圧スクリュを押
込む力が過大に加わると調圧スクリュが下がってしまう場
合があります。）
対策・・・調圧ガイドを時計回り（昇圧方向）に5回転程度回し
てください。

②圧力計が確実にセットされていない。
対策・・・5）圧力計のセットをご参照ください。

7）ハンドルのセット
ハンドルをセットして完了です。

組付

▼マ－ク

▲マ－ク

ボンネット

ボンネット横窓

クリップ

ARG20（K）・30（K）・40（K） Series　圧力計交換・角度変更作業要領 2
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ケースアセンブリ

ブランキングプレートアセンブリ

遊星ギアA

遊星ギアB

取付ねじ（4本）

Oリング

調圧ガイド

回転シール

調圧スクリュ
アセンブリ

調圧スプリング

Oリング

Oリング

Oリング

ブランキング
プレート

取付ねじ（2本）

取付ねじ（2本）

ステムアセンブリ

（凸部）

バルブスプリング

バルブガイド

（スパナ掛け部）
（凹部：2ヶ所）

エレメント

（T形凸部）
バッフル

Oリング

ドレンコック

バルブアセンブリ

圧力計カバー

ハンドル

クリップ

ボンネット

ダイヤフラム
アセンブリ

圧力計アセンブリ

圧力計

ブランキングプレート
アセンブリ

ボディ

AWG20　分解図 1
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遊星ギアB

取付ねじ（4本）

Oリング

調圧ガイド

回転シール

調圧スクリュ
アセンブリ

調圧スプリング

Oリング

Oリング

Oリング

取付ねじ
（2本）

取付ねじ（2本）

圧力計カバー

ハンドル

圧力計

クリップ

ボンネット

ダイヤフラム
アセンブリ

圧力計アセンブリ

遊星ギアA

ボディ

ブランキングプレート
アセンブリ

ブランキングプレート
アセンブリ

（合せマーク）

（合せマーク）

ブランキング
プレート

ステムアセンブリ

（凸部）

バルブスプリング

バルブガイド

バルブアセンブリ

（スパナ掛け部）

（凹部：2ヶ所）

エレメント

（T形凸部）

バッフル

Oリング

ケースアセンブリ

（爪：4ヶ所）

ロックボタン

AWG30・40　分解図 2
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ブラケットアセンブリ

セットナット

（ローレット面）

ブラケット

（ローレット面）

製品

（凹合せ）

IN

OU
T

AWG20・30・40　ブラケットアセンブリ・パネルマウント分解図 3
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交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左に回して、設定ゼロの位置にしてください。
交換作業は、「分解図」を参照して行ってください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

警告

ダイヤフラムアセンブリ2
適応機種

AWG20
AWG30
AWG40

作業区分

分解
ドライバー（＋）

ドライバー（＋）

―

―

―

―

ダイヤフラムアセンブリの向き

作業手順 使用工具類 管理項目

1）ボンネットを取外します。
ドライバー（＋）にて4本の取付ねじを左回転させて、ボディから
ボンネットを取外します。

4）ボンネットをボディに装着します。
ボンネットの凸部をIN側にしてボディに装着し、ドライバー（＋）
で4本の取付ねじを仮締めした後、4本のねじを対角で均等に右
記の締付トルクで締付けて固定します。

3）ボディにダイヤフラムアセンブリ、調圧スプリングの順で装着し
ます。

2）調圧スプリング、ダイヤフラムアセンブリの順で取外します。ハ
ンドル側を下向きで作業しますと、ダイヤフラムアセンブリはボ
ンネット側に取付いていることがあります。

組付

AWG20
AWG30
AWG40

2.15±0.3N・m
2.35±0.3N・m
3.5±0.3N・m

締付トルク：

ケースアセンブリ／エレメント1
適応機種

AWG20

AWG30
AWG40

作業区分

分解
（引掛けスパナ）
（呼び：34/38）

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

バッフルの向き
（凸側がエレメント向き）

参考締付トルク：2.1N・m

作業手順 使用工具類 管理項目

1）ケースアセンブリを取外します。
手でケースアセンブリを握って左回転させて取外します。堅い場
合には、最初だけ引掛けスパナを使用して緩めた後、手で取外し
てください。

4）バッフルを装着します。
バルブガイドの凹部（2ヶ所）にバッフルのT形凸部を合せて挿入
し、手動で右にカチッとした感触が得られるまで（約110°）回転
させてエレメントとバッフルを固定します。

5）ケースアセンブリを取付けます。
手でケースアセンブリを握って右回転させて締付けます。ケース
を傷付ける恐れがありますので工具などは使用しないでください。
手締めによるトルクは、右記の管理項目参考締付トルク程度です。

1）ケースアセンブリを取外します。
ケースアセンブリのロックボタンを下に押し、ケースアセンブリ
を上側に持ち上げながら、左右のどちらかに45°回転させて、ケ
ースアセンブリを引張って取外します。

2）バッフル、エレメントを取外します。
バッフルを手で左回転させて、バッフル、エレメントを取外しま
す。

3）エレメントを装着します。
エレメントをバルブガイドに装着します。

4）バッフルを装着します。
バルブガイドの凹部（2ヶ所）にバッフルのT形凸部を合せて挿入
し、手動で右にカチッとした感触が得られるまで（約110°）回転
させてエレメントとバッフルを固定します。

5）ケースアセンブリを装着します。
ボディの合せマークとケースアセンブリの合せマークを合せてケ
ースアセンブリをボディに挿入し、左右どちらかに45°（ロック
ボタンがロックし、左右に回転できなくなるまで）回転させて、
ケースアセンブリを装着します。この時、ロックボタンによりケ
ースアセンブリがロックされていることを確認してください。

3）エレメントを装着します。
エレメントをバルブガイドに装着します。

2）バッフル、エレメントを取外します。
バッフルを手で左回転させて、バッフル、エレメントを取外しま
す。

組付

分解

組付

ロックボタンによりケースアセ
ンブリがロックされていること

AWG20・30・40 Series　ダイヤフラム交換要領 1
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バルブアセンブリ3
適応機種

AWG20
AWG30
AWG40

作業区分

分解

―

―

―

―

―

―

―

―

ステムとバルブの位置決め
（センター合せ）

作業手順 使用工具類 管理項目

1）ケースアセンブリ、エレメントを取外した後バルブガイドを取外
します。
バルブガイドのスパナ掛け部にスパナを掛けて、左回転させてバ
ルブガイドを取外します。

4）バルブアセンブリを装着します。
ステムアセンブリの凸部をバルブアセンブリのセンター穴が合う
ように位置決めしてください。

5）バルブスプリングを装着します。
バルブアセンブリの穴部にバルブスプリングを挿入します。

6）バルブガイドを取付けます。
バルブガイドのスパナ掛け部にスパナを掛けて、右回転させてバ
ルブガイドを取付けます。この時の締付トルクは、右記の管理項
目をご参照ください。

3）バルブアセンブリを取外します。

2）バブルスプリングを取外します。

組付

AWG20
AWG30
AWG40

0.8±0.1N・m
2.35±0.3N・m
3.5±0.3N・m

締付トルク：

ブラケットアセンブリ／パネルマウント4
適応機種

AWG20
AWG30
AWG40

作業区分

― ―

作業手順 使用工具類 管理項目

1）ブラケット（パネル）に製品を装着します。
ブラケット（パネル）の凹合せとボンネットの凸合せとを合せて製
品をブラケット（パネル）に装着します。

2）セットナットにてブラケット（パネル）に製品を固定します。
セットナットを引掛スパナで右回転させ締付けて製品をブラケッ
ト（パネル）に固定します。
締付トルクは、右記の管理項目をご参照ください。
ブラケット取付けの場合には、セットナットのローレット面がブ
ラケットのローレット面と合うようにしてください。（AWG20
～ 40）ブラケット取付けの場合には、一般使用において、セッ
トナットを手で強く締付けても使用できます。（AWG20～ 40）

組立

AWG20
AWG30
AWG40

2.0±0.2N・m
3.5±0.3N・m
4.0±0.4N・m

締付トルク：

AWG20/30/40
引掛スパナ
呼び：
AWG20
AWG30
AWG40

52/55
58/65
65/70

スパナ
呼び：
AWG20
AWG30
AWG40

7
17
21

スパナ
呼び：
AWG20
AWG30
AWG40

7
17
21

AWG20・30・40 Series　ダイヤフラム交換要領 2
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適応機種

AWG20
AWG30
AWG40

作業区分

分解

ピンセット

―

―

―

―

―

―

―

作業手順 使用工具類 管理項目

1）事前準備
ハンドル完全に緩めた状態で、ハンドルのロックを解除した状態
としてください。

5）圧力計のセット
圧力計の文字盤外周部を持って圧力計を任意の角度に合わせて、
軽く押込みます。参考として圧力計取付後の文字盤下面と調圧ガ
イド上面の隙間寸法を表1に示します。

注1）圧力計セット時に引っ掛って入らない場合は、圧力計を左
右僅かに揺動させながらセットしてください。
（調圧ガイドの歯車と圧力計に取付けられている歯車が上下
で引っ掛って入らない場合があります）

注2）圧力計を奥まで確実にセットしてください。
注3）圧力計先端にはグリスが塗布されたOリングが装着されて

います。圧力計セットの際にはゴミや塵をまきこまないよ
うに注意してください。

3）クリップの取外し
ボンネットの▲マークと調圧ガイドの▼マークの合わせた位置にす
ると、ボンネット横窓からクリップが見えますので、クリップをピ
ンセットで摘んで引抜きます。

※マークを合せるときは調圧ガイドを時計回りに回して合せます。

2）ハンドルの取外し
ハンドルの▼マークとボンネットの▲マークを合わせた位置で、
ハンドルを引張って取外します。

組付

AWG20 AWG30 AWG40

2.6㎜　3.3㎜　3.3㎜X寸法
(参考値)

表1.隙間寸法

X

ハンドルとボンネットの間にオ
レンジ色のラインが目視確認で
きます。

▼マ－ク

▲マ－ク

ボンネット

ハンドル

▼マ－ク

▲マ－ク

ボンネット

ボンネット横窓

クリップ

文字盤外周部

内機部分

4）圧力計の取外し
圧力計の文字盤外周部を持って圧力計を引抜きます。

※圧力計の内機部分（　　　　　　　部）は触らないでください。
圧力計の示度精度が狂うことがあります。

交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左に回して、設定ゼロの位置にしてください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置と作動させてください。

警告

AWG20・30・40 Series　圧力計交換・角度変更作業要領 1
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適応機種

AWG20
AWG30
AWG40

作業区分

ピンセット

―

―

―

作業手順 使用工具類 管理項目

6）クリップのセット
調圧ガイドの▲マークとボンネットの▼マークを合わせた位置で
ボンネットの横窓からクリップを挿入します。挿入の際はピンセ
ット等先の尖ったものを使って奥まで確実にセットしてくださ
い。クリップが奥まで確実にセットされていない場合、ハンドル
セット後にハンドルが回らないことがあります。

注1）クリップには抜け防止の為、先端にかけて僅かにテーパを
つけています。クリップをセットする際は先端を若干広げ
ながらセットしてください。

注2）クリップが途中で引掛って奥まで入らない場合、以下の原
因が考えられます。

①調圧スクリュが元の位置よりも下がってしまっている。（完
全に調圧スクリュを緩めた状態では、調圧ナットと調圧ス
プリングの間に隙間を設けている為、調圧スクリュを押込
む力が過大に加わると調圧スクリュが下がってしまう場合
があります。）
対策…調圧ガイドを時計回り（昇圧方向）に5回転程度回し
てください。

②圧力計が確実にセットされていない。
対策…5）圧力計のセットを参照ください。

7）ハンドルのセット
ハンドルをセットして完了です。

組付

▼マ－ク

▲マ－ク

ボンネット

ボンネット横窓

クリップ

AWG20・30・40 Series　圧力計交換・角度変更作業要領 2
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!0

!2

!1

!6

!8

@0

@1

@2

@3

@4

@5

@6

@7

@7

@8

@9
@9

#0

#1

#2

#3

#4

#7

#8

名称 個数 備考番号
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

クロメート処理

クロメート処理

クロメート処理

クロメート処理

ゴムライニング（HNBR）

亜鉛クロメート

クロメート処理

フル品番表示

ゴムライニング（HNBR）

ゴムライニング（HNBR）

クロメート処理

ボディ

ボンネット

チャンバ

バルブガイド

バルブ

ダイヤフラムシェル

“O”リング押え

銘板

弁座

ダイヤフラム

ステム

ロッド

ダイヤフラム押え

パイロットバルブ

バルブスプリング

ダイヤフラム押え

“O”リング押え

ハンドル

q

w

e

r

t

y

u

i

o

!0

!1

!2

!3

!4

!5

!6

!7

!8

名称 個数 備考番号
1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

1

1

1

4

6

1

2

亜鉛クロメート

亜鉛クロメート

クロメート処理

亜鉛クロメート

JIS B2401 P5

JIS B2401 G35

JIS B2401 P10

ø4

JIS B2805 4

M5×0.8×8　黒色亜鉛クロメート

M4×0.7×16（セムス）ニッケルめっき

M5×0.8×22（セムス）ニッケルめっき

ø10.5×ø20×1.2　亜鉛クロメート

R（PT）1/4　ニッケルめっき

調整ねじ

ダイヤフラム

調圧スプリング

ダイヤフラム受け

座金

調圧スプリング押え

パッキン

バルブスプリング

“O”リング

“O”リング

“O”リング

スチールボール

E型止め輪

十字穴付ナベ小ねじ

十字穴付ナベ小ねじ

十字穴付ナベ小ねじ

鉄磨平座金

六角穴付プラグ

!9

@0

@1

@2

@3

@4

@5

@6

@7

@8

@9

#0

#1

#2

#3

#4

#7

#8

構成部品

AR425　分解図 1
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!0

!2

!1

!6

!8

@0

@1

@2@3

@4 @5

@6

@7

@8

@9

#0
#1

#2

#3

#4

#7
#8

#6

#5

#9

名称 個数 備考番号
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

クロメート処理

クロメート処理

亜鉛クロメート

ゴムライニング（HNBR）

ゴムライニング（HNBR）

クロメート処理

クロメート処理

クロメート処理

フル品番表示

ゴムライニング（HNBR）

亜鉛クロメート

ボディ

バルブガイド

ダイヤフラム受け

バルブ

バルブスプリング

ダイヤフラム

ダイヤフラム押え

ステム

ロッド

静圧管

ボンネット

チャンバ

“O”リング押え

銘板

弁座

ダイヤフラム押え

パイロットバルブ

バルブスプリング

ハンドル

調整ねじ

q

w

e

r

t

y

u

i

o

!0

!1

!2

!3

!4

!5

!6

!7

!8

!9

@0

名称 個数 備考番号
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

6

1

2

亜鉛クロメート

クロメート処理

亜鉛クロメート

クロメート処理

JIS B2401 P5

JIS B2401 P6

JIS B2401 P16

JIS B2401 P10

JIS B2401 G40

ø4

JIS B2805 4

M5×0.8×8　黒色亜鉛クロメート

M4×0.7×16（セムス）ニッケルめっき

M6×1×22（セムス）ニッケルめっき

ø10.5×ø20×1.2　亜鉛クロメート

R（PT）1/4　ニッケルめっき

ダイヤフラム

調圧スプリング

ダイヤフラム受け

座金

調圧スプリング押え

パッキン

“O”リング押え

“O”リング

“O”リング

“O”リング

“O”リング

“O”リング

スチールボール

E型止め輪

十字穴付ナベ小ねじ

十字穴付ナベ小ねじ

十字穴付ナベ小ねじ

鉄磨平座金

六角穴付プラグ

@1

@2

@3

@4

@5

@6

@7

@8

@9

#0

#1

#2

#3

#4

#5

#6

#7

#8

#9

構成部品

AR625　分解図 2
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!0

!2

!1

!6

!8

@0

@1@2

@3 @4
@5

@6

@7

@8

@9

#0

#1

#2

#3

#4

#7

#8
#6

#5

名称 個数 備考番号
1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

クロメート処理

亜鉛クロメート

クロメート処理

ゴムライニング（HNBR）

クロメート処理

フル品番表示

クロメート処理

ゴムライニング（HNBR）

亜鉛クロメート

ボディ

ダイヤフラム

ダイヤフラムシェル

バルブスプリング

チャンバ

バルブ

ステム

ダイヤフラムシェル押え

バルブガイド

銘板

静圧管

セットナット

ボンネット

弁座

ダイヤフラム押え

パイロットバルブ

バルブスプリング

ハンドル

調整ねじ

q

w

e

r

t

y

u

i

o

!0

!1

!2

!3

!4

!5

!6

!7

!8

!9

名称 個数 備考番号
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

8

2

1

亜鉛クロメート

クロメート処理

亜鉛クロメート

JIS B2401 P7

JIS B2401 P10

JIS B2401 P20

JIS B2401 P30

JIS B2401 G50

ø4

太陽規格TE-23

M5×0.8×8　黒色亜鉛クロメート

M4×0.7×16（セムス）ニッケルめっき

M8×1.25×18　ニッケルめっき

R（PT）1/4　ニッケルめっき

ø10.5×ø20×1.2　亜鉛クロメート

ダイヤフラム

調圧スプリング

ダイヤフラム受け

座金

調圧スプリング押え

パッキン

“O”リング

“O”リング

“O”リング

“O”リング

“O”リング

“O”リング

スチールボール

E型止め輪

十字穴付ナベ小ねじ

十字穴付ナベ小ねじ

六角穴付ボルト

六角穴付プラグ

鉄磨平座金

@0

@1

@2

@3

@4

@5

@6

@7

@8

@9

#0

#1

#2

#3

#4

#5

#6

#7

#8

構成部品

AR825　分解図 3

705



!7

w

w

e

i

!3
!4

!5

!9

o

q

r

t

u

y

!0

!2

!6

!8

@0

@1@2

@3 @4
@5

@6

@7

@8

@9
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#3

#4

#7

#8 #6

#5

!1

名称 個数 備考番号
1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

クロメート処理

亜鉛クロメート

クロメート処理

ゴムライニング（HNBR）

クロメート処理

クロメート処理

ゴムライニング（HNBR）

フル品番表示

亜鉛クロメート

ボディ

ダイヤフラムシェル

ダイヤフラム

バルブスプリング

チャンバ

ダイヤフラムシェル押え

ステム

バルブ

バルブガイド

静圧管

セットナット

ボンネット

弁座

ダイヤフラム押え

パイロット弁

バルブスプリング

銘板

ハンドル

調整ねじ

q

w

e

r

t

y

u

i

o

!0

!1

!2

!3

!4

!5

!6

!7

!8

!9

名称 個数 備考番号
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

8

2

1

亜鉛クロメート

クロメート処理

亜鉛クロメート

JIS B2401 P7

JIS B2401 P10

JIS B2401 P20

JIS B2401 P42

JIS B2401 G70

ø5

太陽規格TE-23

M5×0.8×8　黒色亜鉛クロメート

M4×0.7×16（セムス）ニッケルめっき

M10×1.5×20　ニッケルめっき

R（PT）1/4　ニッケルめっき

ø10.5×ø20×1.2　亜鉛クロメート

ダイヤフラム

調圧スプリング

ダイヤフラム受け

座金

調圧スプリング押え

パッキン

“O”リング

“O”リング

“O”リング

“O”リング

“O”リング

“O”リング

スチールボール

E型止め輪

十字穴付ナベ小ねじ

十字穴付ナベ小ねじ

六角穴付ボルト

六角穴付プラグ

鉄磨平座金

@0

@1

@2

@3

@4

@5

@6

@7

@8

@9

#0

#1

#2

#3

#4

#5

#6

#7

#8

構成部品

AR925　分解図 4
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ガスケット

エレメント

六角袋ナット

“O”リング

ケース

六角穴付ボルト
（4本）

エレメントの交換方法1
エレメントの交換は図参照としてq～iの順で行ってください。

q六角レンチにて、六角穴付ボルト4本をゆるめ、ケースを取外します。
この時、ケースの“O”リング溝に“O”リングが入っていることを確認し
ます。外れている場合には、“O”リング溝に装着してください。

wスパナにて、六角袋ナットをゆるめ、六角袋ナットとガスケットを取外
します。

eエレメントを下方向に引いて取外します。
外れにくい場合には、エレメントを横方向に押して取外してください。

r新しいエレメントのパッキンの上面に薄くグリスを塗布し、パッキンが
上にくるようにして、テンションボルトに挿入します。

tテンションボルトにガスケットを挿入し、六角袋ナットを締付けて固定
します。

yケースの“O”リング溝に“O”リングが入っている事を確認して、液面計
が正面にくるようにセットします。

u六角穴付ボルト4本を締付けて固定します。

iケースとハウジングとの間から漏れがないか確認します。

AMR3000～6000 Series　エレメント交換要領
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ポートプラグ

Oリング

Oリング

圧力計アセンブリ

ボディ

A部

クリップ

レギュレータ

交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左いっぱいに回して、ゼロ設定の位置にしてください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

警告

圧力計／ポートプラグの交換作業1
作業内容

使用部品

使用工具

作業区分 分解作業 組立作業

作業手順

管理項目

分解図

―

圧力計／ポートプラグの交換

圧力計、ポートプラグ

精密マイナスドライバ

1）ボディ OUT側のA部穴のテーパに沿って精密マイナスドラ
イバを差込む。

2）挿入されているクリップにドライバ先端を引っ掛け、クリッ
プをゆっくり手前に引抜く。
※クリップが抜け飛ぶ可能性がありますので、抜く際は手を
添えてゆっくり引抜いてください。

3）装着されている圧力計／ポートプラグを引抜く。

1）圧力計／ポートプラグを確実に奥まで挿入する。
2）クリップを元の穴へ挿入する。
この時、精密マイナスドライバ先端で確実に奥まで挿入する。

1）Oリングの装着有無
（Oリングにゴミや塵が付着したまま装着しますとエア漏れ
の原因となりますので、巻き込まないようご注意ください。）

ARM5A/5B/5S Series　交換要領 1
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継手

Oリング

B部

レギュレータ

ボディ

クリップ

Oリング

継手

リリースブッシュ

ワンタッチ管継手の交換作業2
作業内容

使用部品

使用工具

作業区分 分解作業 組立作業

作業手順

管理項目

分解図

―

ワンタッチ管継手の交換（IN側、OUT側ポート）
ワンタッチ管継手

精密マイナスドライバ

1）ボディ下面のB部穴のテーパに沿って精密マイナスドライバ
を差込む。

2）挿入されているクリップにドライバ先端を引っ掛け、クリッ
プをゆっくり手前に引抜く。
※クリップが抜け飛ぶ可能性がありますので、抜く際は手を
添えてゆっくり引抜いてください。

3）装着されているワンタッチ管継手を引抜く。

1）ワンタッチ管継手を確実に奥まで挿入する。
2）クリップを元の穴へ挿入する。
この時、精密マイナスドライバ先端で確実に奥まで挿入する。

1）Oリングの装着有無
（Oリングにゴミや塵が付着したまま装着しますとエア漏れ
の原因となりますので、巻き込まないようご注意ください。）

※継手が抜けにくい時にはリリースブッシュを無理に抜かず、継手にチューブやプラグを入れ、それらと一緒に抜くようにしてく
ださい。

ARM5A/5B/5S Series　交換要領 2
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集中給気用
レギュレータブロック

Oリング

集中給気ブロック
レギュレータ増連用
タイロッド

エンドブロック

十字穴付ナベ小ねじ（SW付）
（M3）
締付トルク；0.32±0.03N・m

集中給気用タイロッド

タイロッド

※集中給気ブロックは、
左右の交換や両側取付が
可能です。

Oリング

十字穴付ナベ小ねじ（SW付）
（M3）

マニホールド連数（集中給気仕様）の交換作業3
作業内容

使用部品

使用工具

作業区分 分解作業 組立作業

作業手順

管理項目

分解図

―

マニホールド連数、集中給気ブロックの変更

レギュレータブロック、集中給気ブロック

プラスドライバ

1）エンドブロック角部の十字穴付ナベ小ねじを緩めて、外す。
（左右各4箇所）
2）エンドブロック、集中給気ブロック、レギュレータブロック
からタイロッドを引抜く。

1）複数のタイロッドをそれぞれ連結させる。
2）左側エンドブロックにタイロッドを合わせ、十字穴付ナベ小
ねじ（2本）を仮締めする。

3）マニホールドの各ブロックの連結凹部にOリングが装着され
ていることを確認し、各ブロックをタイロッドへ差し込む。

4）右側の十字穴付ナベ小ねじ（2本）を仮締めする。
5）マニホールドの両側から十字穴付ナベ小ねじを下記締付トル
クで本締めする。

1）Oリングの装着有無
（Oリングにゴミや塵が付着したまま装着しますとエア漏れ
の原因となりますので、巻き込まないようご注意ください。）

注）タイロッド、集中給気用タイロッドは対応する連数に
よって長さが異なります。
増連用タイロッド又は対応する連数用タイロッド、集
中給気用タイロッドが別途必要です。

ARM5A/5B/5S Series　交換要領 3
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タイロッド

十字穴付ナベ小ねじ（SW付）
（M3）
締付トルク；0.32±0.03N・m

エンドブロック

レギュレータ増連用
タイロッド

個別給気用
レギュレータブロック

十字穴付ナベ小ねじ（SW付）
（M3）

マニホールド連数（個別給気仕様）の交換作業4
作業内容

使用部品

使用工具

作業区分 分解作業 組立作業

作業手順

管理項目

分解図

― ―

マニホールド連数の変更

レギュレータブロック

プラスドライバ

1）エンドブロック角部の十字穴付ナベ小ねじを緩めて、はずす。
2）エンドブロック、レギュレータブロックからタイロッドを引
抜く。

1）複数のタイロッドをそれぞれ連結させる。
2）左側エンドブロックにタイロッドを合わせ、十字穴付ナベ小
ねじ（2本）を仮締めする。

3）各ブロックをタイロッドへ差し込む。
4）右側の十字穴付ナベ小ねじ（2本）を仮締めする。
5）マニホールドの両側から十字穴付ナベ小ねじを下記締付トル
クで本締めする。

注）タイロッドは対応する連数によって長さが異なります。
増連用タイロッド又は対応する連数用タイロッドが別途必要です。

ARM5A/5B/5S Series　交換要領 4
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分
解
方
向

組
立
方
向

交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業前には、設定圧力は必ずハンドルを左いっぱいに回して、ゼロ設定の位置にしてください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

警告

ARM10 レギュレータ
（ダイヤフラム・Oリング類・バルブ・バルブスプリングの洗浄・交換作業）

1

使用工具類

作業区分 分解作業 組立作業

作業手順

管理項目

分解・組立手順

―

スパナ（幅18mm）・スナップリングプライヤ・ピンセット

1）ボンネットの二面幅にスパナを引掛けて、反時計方向に回転
させてボンネットを取外します。（ボンネットに調圧スクリ
ュ・調圧スプリングが装着された状態にしておきます。）

2）ダイヤフラムアセンブリを手で取外します。
3）弁座アセンブリをスナップリングプライヤで引掛けて取外し
ます。

4）バルブ・バルブスプリングを取外します。

1）バルブスプリング・バルブをピンセットで装着します。
2）弁座アセンブリ（Oリング2ケの装着状態注意）をスナップリ
ングプライヤで装着します。
装着時弁座の静圧管部とOUT通路部の位置を合せて装着し
ます。

3）装着後、弁座アセンブリの脱落防止として横の窓から弁座
アセンブリを固定します。

4）ダイヤフラムアセンブリを装着します。
5）ボンネットに調圧スクリュ・調圧スプリングが装着されたも
のをボディに装着後、ボンネットの二面幅にスパナを引掛け
て時計方向に回転させてボンネットを締結します。

1）Oリングの装着有無
2）弁座の静圧部とOUT通路部の位置

二面幅をスパナで
引掛けて、反時計
方向に回転させて
取外します。

二面幅をスパナで
引掛けて、時計方
向に回転させて締
結します。

1）Oリングの装
着状態。

2）弁座静圧部と
OUT通 路 部
の位置

ARM10/11A/11B Series　交換要領 1
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KCOLHS
U
P

SMC

OUT IN

KCOLHS
U
P

SMC

OUT IN

分
解
方
向分

解
方
向

組
立
方
向

組
立
方
向

ARM11□A/ARM11□C レギュレータブロック（ハンドル位置：上・下タイプ）
（ガスケット・ダイヤフラム・Oリング類・バルブ・バルブスプリングの洗浄・交換作業）

2

使用工具類

作業区分 分解作業 組立作業

作業手順

管理項目

分解・組立手順

―

＋ドライバ・スパナ（幅18mm）・スナップリングプライヤ・ピンセット

1）レギュレータアセンブリのナベ小ねじを＋ドライバで2ケ取
外した後、レギュレータアセンブリを手で取外します。

2）ボンネットの二面幅にスパナを引掛けて、反時計方向に回転
させてボンネットを取外します。（ボンネットに調圧スクリ
ュ・調圧スプリングが装着された状態にしておきます。）

3）ダイヤフラムアセンブリを手で取外します。
4）弁座アセンブリをスナップリングプライヤで引掛けて取外し
ます。

5）バルブ・バルブスプリングを取外します。

1）バブルスプリング・バルブをピンセットで装着します。
2）弁座アセンブリ（Oリング2ケの装着状態注意）をスナップリ
ングプライヤで装着します。
装着時弁座の静圧管部とボディ A文字の位置を合せて装着し
ます。

3）装着後、弁座アセンブリの脱落防止として横の窓から弁座ア
センブリを固定します。

4）ダイヤフラムアセンブリを装着します。
5）ボンネットに調圧スクリュ・調圧スプリングが装着されたも
のをボディに装着後、ボンネットの二面幅にスパナを引掛け
て時計方向に回転させてボンネットを締結します。

6）レギュレータアセンブリをマニホールドブロックに装着後、
ナベ小ねじを2ケセットして、＋ドライバで締付けます。

1）Oリングの装着有無
2）弁座の静圧部とボディA文字部の位置
3）ナベ小ねじ締付トルク＝0.32±0.03N・cm

二面幅をスパナで引掛けて、
反時計方向に回転させて取
外します。

二面幅をスパナで引掛けて、
時計方向に回転させて締結
します。

1）Oリングの装着状態。
2）弁座静圧部とOUT
通路部の位置

ARM10/11A/11B Series　交換要領 2
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ARM11□B レギュレータブロック（ハンドル位置：正面タイプ）
（ガスケット・ダイヤフラム・Oリング類・バルブ・バルブスプリングの洗浄・交換作業）

3

使用工具類

作業区分 分解作業 組立作業

作業手順

管理項目

分解・組立手順

―

＋ドライバ・スパナ（幅18mm）・スナップリングプライヤ・ピンセット

1）レギュレータアセンブリのナベ小ねじを＋ドライバで2ケ取
外した後、レギュレータアセンブリを手で取外します。

2）ボンネットの二面幅にスパナを引掛けて、反時計方向に回転
させてボンネットを取外します。（ボンネットに調圧スクリ
ュ・調圧スプリングが装着された状態にしておきます。）

3）ダイヤフラムアセンブリを手で取外します。
4）弁座アセンブリをスナップリングプライヤで引掛けて取外し
ます。

5）バルブ・バルブスプリングを取外します。

1）バルブスプリング・バルブをピンセットで装着します。
2）弁座アセンブリ（Oリング2ケの装着状態注意）をスナップリ
ングプライヤで装着します。
装着時弁座の静圧管部とボディ B文字の位置を合せて装着し
ます。

3）装着後、弁座アセンブリの脱落防止として横の窓から弁座ア
センブリを固定します。

4）ダイヤフラムアセンブリを装着します。
5）ボンネットに調圧スクリュ・調圧スプリングが装着されたも
のをボディに装着後、ボンネットの二面幅にスパナを引掛け
て時計方向に回転させてボンネットを締結します。

6）レギュレータアセンブリをマニホールドブロックに装着後、
ナベ小ねじを2ケセットして、＋ドライバで締付けます。

1）Oリングの装着有無
2）弁座の静圧部とボディB文字部の位置
3）ナベ小ねじ締付トルク＝0.32±0.03N・cm

二面幅をスパナで引掛けて、反
時計方向に回転させて取外しま
す。

二面幅をスパナで引掛けて、時
計方向に回転させて締結しま
す。

1）Oリングの装着状態。
2）弁座静圧部とOUT通路部
の位置

ARM10/11A/11B Series　交換要領 3
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ARM10, 11 レギュレータ・マニホールドブロック
（継手Oリングの洗浄・エアブロー・交換作業）

4

使用工具類

作業区分 分解作業 組立作業

作業手順

管理項目

分解・組立手順

―

マイナス精密ドライバ

1）マイナスの精密ドライバでクリップを引掛けて取外します。
2）継手アセンブリを手で引っ張り取外します。

1）継手アセンブリを突き当て部まで押して装着します。
2）クリップ突き当て部まで押して装着します。

1）継手アセンブリが突き当て部まで入っていることを確認して
ください。

2）クリップが突き当て部まで入っていることを確認してくださ
い。

ARM11 レギュレータブロック
（ブッシュOリングの洗浄・交換作業）

5

使用工具類

作業区分 分解作業 組立作業

作業手順

分解・組立手順

マイナス精密ドライバ

1）マイナスの精密ドライバでブッシュを引掛けて取外します。
2）ブッシュOリングを取外します。

1）ブッシュOリングを装着します。
2）ブッシュ突き当て部まで押して装着します。

管理項目 ―
1）ブッシュが突き当て部まで入っていることを確認してくださ
い。

ARM10/11A/11B Series　交換要領 4
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ARM10 レギュレータ
（圧力計Oリングの洗浄・交換作業）

6

使用工具類

作業区分 分解作業 組立作業

作業手順

管理項目

分解・組立手順

―

＋ドライバ

1）カバーアセンブリを手で反時計方向に回転させて取外しま
す。

2）＋ドライバでナベ小ねじ2ケを取外します。
3）圧力計アセンブリを取外します。
4）Oリングを取外します。

1）Oリングを装着します。
2）圧力計アセンブリを装着します。
3）＋ドライバでナベ小ねじ2ケを締付けます。
4）カバーアセンブリを手で時計方向に回転させて取付けます。
（カバーの向き・合いマーク・爪の位置に注意ください。）

1）Oリングの装着有無
2）ナベ小ねじ締付トルク＝0.32±0.03N・cm

ARM11 レギュレータブロック
（圧力計Oリングの洗浄・交換作業）

7

使用工具類

作業区分 分解作業 組立作業

作業手順

分解・組立手順

マイナス精密ドライバ

1）レギュレータアセンブリのナベ小ねじを＋ドライバで2ケ取
外した後、レギュレータアセンブリを手で取外します。

2）カバーアセンブリを手で反時計方向に回転させて取外しま
す。

3）＋ドライバでナベ小ねじ2ケを取外します。
4）圧力計アセンブリを取外します。
5）Oリングを取外します。

1）Oリングを装着します。
2）圧力計アセンブリを装着します。
3）＋ドライバでナベ小ねじ2ケを締付けます。
4）カバーアセンブリを手で時計方向に回転させて取付けます。
（カバーの向き・合いマーク・爪の位置に注意ください。）
5）レギュレータアセンブリをマニホールドブロックに装着後、
ナベ小ねじを2ケセットして、＋ドライバで締付けます。

管理項目 ― 1）Oリングの装着有無
2）ナベ小ねじ締付トルク＝0.32±0.03N・cm

回
転

回
転

組
立
方
向

分
解
方
向

分
解
方
向

組
立
方
向

回
転

回
転
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